
Green Letter
Green Letter

年 1 回発行
2020.12

No.42

グリーンレター

編集後記

公益信託富士フイルム・グリーンファンド

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
地
域
資
源
を
活
か
し
た

自
立
分
散
型
社
会
へ
の
移
行
が
求
め
ら
れ
る
中
、
今
回

は
「
里
海 

人
と
海
の
つ
な
が
り
」
を
テ
ー
マ
に
特
集
を

組
み
ま
し
た
。
南
三
陸
か
ら
湘
南
、
能
登
、
鹿
児
島
ま

で
、
日
本
列
島
を
取
り
巻
く
沿
岸
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
表

情
や
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
に
応
じ
た
人
と
海
の
つ

な
が
り
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
と
め
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
九
州
大
学
の
清
野

聡
子
さ
ん
に
、
宗
像
、
三
陸
、
対
馬
な
ど
の
現
場
に
根

差
し
た
活
動
の
事
例
を
通
じ
て
、
里
海
を
守
り
、
活
か

し
、
継
承
し
て
い
く
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
何
か
、
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
秋
に
宮
城
県
塩
竈
市
の
浦
戸
諸
島
を
訪
ね
る
機

会
を
得
ま
し
た
。
松
島
湾
に
浮
か
ぶ
浦
戸
の
島
々
に

は
、
一
昨
年
の
本
誌
で
紹
介
し
た
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ

イ
ル
が
通
っ
て
い
ま
す
。
海
上
は
島
を
結
ぶ
船
の
航
路

が
ト
レ
イ
ル
の
ル
ー
ト
で
す
。

　

発
達
し
た
低
気
圧
の
影
響
で
強
い
風
雨
が
続
く
中
、

浦
戸
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
海
信
吉
さ
ん
に
、

桂
島
か
ら
野
々
島
、
寒
風
沢
島
へ
と
案
内
し
て
い
た
だ

き
、
島
の
暮
ら
し
の
豊
か
さ
や
厳
し
さ
、
海
と
の
深
い

つ
な
が
り
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

信
吉
さ
ん
は
、
東
日
本
大
震
災
の
際
に
、
桂
島
の
対

策
本
部
で
総
務
・
連
絡
の
責
任
者
を
務
め
ま
し
た
。

「
日
頃
の
密
接
な
つ
な
が
り
が
地
域
に
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
共
同
で
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
ん
で

す
。
避
難
所
に
集
ま
っ
た
約
２
４
０
名
の
う
ち
、
20
名

ほ
ど
が
子
ど
も
た
ち
。
子
ど
も
た
ち
は
、
物
資
の
搬

入
、
食
事
の
配
膳
、
井
戸
水
汲
み
な
ど
、
率
先
し
て
役

割
を
果
た
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
高
齢
の
人
た
ち

に
手
を
差
し
伸
べ
る
姿
が
皆
に
大
き
な
力
を
与
え
て
く

れ
た
ん
で
す
。
」
と
当
時
の
様
子
を
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

寒
風
沢
島
に
向
か
う
頃
に
は
風
雨
が
強
ま
り
、
ず
ぶ

濡
れ
に
な
っ
て
、
や
っ
と
の
思
い
で
宿
に
た
ど
り
着
く

と
、
宿
の
親
父
さ
ん
と
お
か
み
さ
ん
が
温
か
く
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。
親
父
さ
ん
の
外
川
晴
信
さ
ん
が
採
っ

て
き
た
里
海
の
新
鮮
な
幸
と
地
元
の
資
源
を
活
か
す
智

慧
や
技
に
心
動
か
さ
れ
ま
し
た
。
翌
朝
、
雨
が
あ
が
っ

て
、
晴
信
さ
ん
が
天
水
、
天
日
干
し
の
米
づ
く
り
を
し

て
い
る
田
ん
ぼ
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ

の
お
米
の
一
部
は
、
寒
風
沢
ブ
ラ
ン
ド
・
限
定
販
売
の

地
酒
の
材
料
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
暮
ら
し
の
中
で
海
の
表
情
が
見
え
る
っ
て
こ
ど
が

大
事
な
ん
だ
が
ら
よ
。
」
と
語
る
晴
信
さ
ん
の
言
葉
が

と
て
も
強
く
わ
た
し
の
心
に
残
り
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
の
里
海
で
培
わ
れ
て
き
た
自
然
と
の
共
生

の
智
慧
や
技
、
生
活
文
化
を
見
つ
め
直
し
、
学
び
合
う

こ
と
で
、
人
と
海
の
よ
り
良
い
つ
な
が
り
を
取
り
戻
し

て
い
き
た
い
、
そ
う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
（
W
）

 富士フイルム・グリーンファンド（FGF）とは
公益信託富士フイルム・グリーンファンド（ＦＧＦ）は
富士写真フイルム株式会社が創立 50 周年を機に新しい分野での社会還元を志し、
自然環境の保全・育成のための基金拠出を決意し、1983 年に設立されたものです。
民間企業による、自然保護をテーマとした公益信託としては日本で最初に設立されたもので、
この 37 年間に、自然環境の保全・育成に関する活動や研究に対して
数多くの助成や支援を行い、成果を上げてきました。

2021 年度
助成申請予定
応募の締め切り
5月6日（木）

2021年度の活動・研究助成の申請は 2021年３月1日より受付を開始いたします。応募要項をご希望の方は、ハガキまたはファクスに住所・
氏名・電話番号・研究あるいは活動助成の別を明記の上、下記宛てにご請求ください。また、一般財団法人自然環境研究センターのウェブペー
ジ (http://www.jwrc.or.jp/) からも当該文書をダウンロードすることができます。
〒 130-8606　東京都墨田区江東橋三丁目 3 番 7 号　江東橋ビル

（一財）自然環境研究センター内　公益信託富士フイルム・グリーンファンド事務局　 TEL．03-6659-6310（代）　FAX．03-6659-6320

Fuji Film Green Fund is the very first charitable trust in japan which was estabilished by 
a private enterprise for the purpose of nature conservation.For the last 37years.since its 
establishment,the Fund has been applied toward a number of successful programs for 
support of various activities and research works concerning nature conservation.
● OUTLINE
Date of establishment ：October 12 1983
Trustor ： FUJIFILM Holdings Corporation
Trustee ： The Sumitomo Mitsui Trust & Banking Co.,Ltd.
Fund  ： Japanese Yen 1,000,000,000
● ACTIVITIES
1. Creating opportunities for exchange between people and green environment 
2.  Promoting communication between concerned people in support of green  environment 
3.  Supporting activities for conservation of green environment
4.  Supporting research works for conserving and fostering green environment
＊ Currently. the fund is applied to domestic activities only.

●概要
設立年月日　1983 年 10 月12 日
委託者　　　富士フイルム ホールディングス株式会社
受託者　　　三井住友信託銀行株式会社
受託財産　　1,000 百万円
●事業内容
ＦＧＦは４つの事業を進めています。
①未来のための森づくり
②緑のための支援事業
③緑とふれあいの活動助成
④緑の保全と活用の研究助成
＊今年度の活動は本誌 23 ページからの FGF 通信にあります。
＊現在、本公益信託の事業は、日本国内を対象に行っています。

晴信さんの田んぼと稲穂の棒掛け（杭掛け）

特
集

寒風沢島に近づく定期船 桂島の漁港と渡船里
海
　

人
と
海
の
つ
な
が
り
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3 特集とびら
里海　
人と海のつながり

・2020 年度事業報告
（FGF が展開する 4 つの事業紹介、自然観
察路コンクール受賞作品紹介など 2020 年
度の活動）

・2019 年度助成事業の紹介
・ 過去の助成先の今（2016 年度助成）
　大淀川の絶滅危惧植物 
　タコノアシの保全活動（早瀬盟子）

FGF 助成一覧

編集制作 一般財団法人　自然環境研究センター
編集人 渡辺綱男 （（一財）自然環境研究センター上級研究員）
編集協力 星野俊彦 （富士フイルムホールディングス株式会社）
デザイン 株式会社アートポスト
印刷 株式会社高陽堂印刷

南三陸の里海
阿部拓三

つながる里海　
―日本初のブルー
フラッグを取得して―
片山清宏

FGF通信

表紙写真：古谷千佳子（ふるや ちかこ）「水深 20m の漁場（石川県輪島市）」
沖縄在住、写真家。「人間は自然の一部である」というテーマのもと、太古の昔より続いている海女さ
んの潜り方（獲物の取り方、動き方）など、職人らの理に適った「体の使い方」と沖縄の伝統空手・
古武道の共通項を探る取材を続けている。
漁場が遠く、深く、流れのきつい日本海の海中では、命がけの作業を２〜３名のチームで行う。身体をまっ
すぐに立て、重心を１点にして、ストンと落ちるように潜っていく。潮目で水平移動しながらアワビを探し、
見つけると海底までさらに潜りとらえる。まるで鷹や鷲が上昇気流に乗って辺りを窺い、獲物を見つける
と急降下するのと同じに見える。人魚というより猛禽類−それが私（古谷）の輪島の海女の印象。
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42 号に登場してくださった方々

発行　　公益信託　富士フイルム・グリーンファンド
受託者　三井住友信託銀行株式会社

特集 里海
人 と 海 の つ な が り
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片山清宏（かたやま きよひろ）
1975 年神奈川県藤沢生まれ。NPO 法人湘南ビジョン研究所理
事長。慶應義塾大学 SFC 研究所上席所員。海をこよなく愛す
るサーファー。海ごみ問題の解決を目指し、「海を守り、未来を
つくる」をスローガンに、海辺の国際環境認証「ブルーフラッグ」
を日本全国の海岸に広げる活動を行なっている。海の環境教育
に特化した市民大学「湘南 VISION 大学」学長。

清野聡子（せいの さとこ）
1964 年東京生まれ。農学修士（水産学）、博士（工学〈土木
工学〉）。九州大学大学院工学研究院環境社会部門生態工学研
究室准教授。専門は、沿岸・流域環境保全学、水生生物学、
生態工学。特に、漁場の開発と保全の調整、希少生物生息地
の再生、地域住民や市民の沿岸管理への参加、水関係の環境
計画や法制度。各地の海岸の保全再生のプロジェクトに携わる。

阿部拓三（あべ たくぞう）
1974 年千葉県生まれ。南三陸町自然環境活用センター任期付
研究員。岩手大学非常勤講師。博士（水産科学）。大学時代は
北海道で海洋生態学を学ぶ。東日本大震災後、南三陸町自然
環境活用センターの復旧と、志津川湾のラムサール条約湿地登
録に関わる。地域密着型の研究・教育活動を通し、東北の海の
魅力を伝える活動に取り組んでいる。

　

日
本
列
島
は
、
海
洋
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
約
３
５
，０
０
０
㎞
に
及
ぶ

複
雑
な
海
岸
線
、
そ
し
て
６
，８
０
０
を
超
え
る
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
島
し
ょ

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
沿
岸
域
で
は
古
く
か
ら
地
域
の
人
々
が
海
の
恵

み
を
利
用
し
た
暮
ら
し
や
漁
業
な
ど
の
営
み
を
続
け
て
き
て
お
り
、
沿
岸

域
の
自
然
と
地
域
の
暮
ら
し
や
文
化
は
密
接
に
つ
な
が
り
合
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の
特
集
で
は
、
全
国
の
多
様
な
沿
岸
域
を
広
く
里
海
と
捉
え
、

そ
こ
で
の
人
と
海
の
つ
な
が
り
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

特
集
の
企
画
を
進
め
て
い
く
中
で
、
各
地
の
里
海
で
は
、
潮
流
や
生
物

の
移
動
な
ど
を
通
じ
た
自
然
の
つ
な
が
り
だ
け
で
な
く
、
海
女
漁
が
つ
な

ぐ
漁
村
間
の
ご
縁
が
あ
り
、
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ
や
里
山
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

と
い
っ
た
国
際
的
な
活
動
が
各
地
の
経
験
や
課
題
を
共
有
す
る
場
と
な
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

長
い
年
月
に
わ
た
る
人
と
海
の
関
わ
り
の
中
で
形
成
さ
れ
て
き
た
各
地

の
里
海
を
見
つ
め
直
し
、
里
海
を
守
り
、
活
か
し
、
継
承
し
て
い
く
た
め

に
私
た
ち
が
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
か
ら
何
を
学
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き

る
か
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 20 多世代参加の里海づくり

清野聡子×渡辺綱男

23

イヴォーン・ユー（Evonne Yiu）
シンガポール出身。国連大学サステイナビリティ高等研究所（UNU-
IAS）研究員。農学博士（東京大学）、専門は国際水産開発学。
2001年に来日後、宮崎県、シンガポール国家交通省などの勤務を
経て、2012 年から現職。日本や韓国の世界農業遺産の申請活動を
支援するとともに、国連大学の「SATOYAMAイニシアティブ」と「能
登の里海ムーブメント」活動にも取り組み、里山と里海の持続可能
な発展や、生態系サービスと生物多様性保全を研究する。

早瀬盟子（はやせ めいこ）
宮崎県生まれ。ＮＰＯ法人大淀川流域ネットワーク事務局員。全
国各地へ転勤後に出身地の宮崎へ戻り、団体設立当初から事務
局員に着任して 17 年目。地元を離れて暮らしたことが、宮崎の
自然の豊かさ・素晴らしさを再発見できる原動力になっていると
感じる。次代を担う若者に、宮崎の素晴らしさを伝えると共に環
境保全の大切さを学ぶ機会を提供している。

16 鹿児島の海の魅力
野元尚巳　

能登に生きる
海女さんたちから
みえる里海
イヴォーン・ユー

12

野元尚巳（のもと なおみ）
1958 年鹿児島市生まれ。高校生の時からサイクリングに目覚め、
登山などのアウトドア活動に夢中になる。会社員時代は自転車競
技やトライアスロンに挑戦し、国体や全日本選手として走る。数々
の海外遠征後、もっと鹿児島の自然を知ってもらいたいと、カヤック
で自然を案内する仕事「シーカヤックガイド」を始める。現在、カ
ヤックを中心とした自然体験サービス「かごしまカヤックス」代表。

渡辺綱男（わたなべ つなお）
1956 年東京生まれ。1978 年に環境庁に入庁、全国の国立公園
や野生生物の保護管理にあたる。釧路湿原の自然再生や知床の
世界遺産登録、生物多様性条約 COP10 の開催、三陸復興国立
公園づくりなどに携わり、2012 年環境省を退官。現在は自然環
境研究センターや国連大学に勤務。著書に『日本の自然環境政策』

（東京大学出版会）など。

本誌に関するお問い合わせは
〒 130-8606　東京都墨田区江東橋三丁目 3 番 7 号　江東橋ビル

（一財）自然環境研究センター内　公益信託　富士フイルム・グリーンファンド事務局　
TEL. 03-6659-6135

写真：古谷千佳子　「海女小屋で（三重県志摩市）」
出漁前、海女小屋でも先輩海女から様々なことを学び、一人前に近づいていく。
海女小屋では火

い ろ り

場を囲み、暖をとりながら食事をしたり、漁で疲れた身体を休
めたり。海の中の出来事、技に繋がるポイントやコツ、旦那の悪口から子供の
自慢話まで、様々な話題が飛び交い、笑い声が絶えない。
世界中で女性の「海女」は、日本各地の沿岸そして韓国のみの存在です。

2

特
集

里
海
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つ
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が
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南三陸の里海
阿部拓三 （南三陸町自然環境活用センター）

東
日
本
大
震
災
後
、
南
三
陸
町
の
海
の
環
境
調
査
を
手
が
け
、

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
に
向
け
活
動
を
続
け
て
き
た
阿
部
さ
ん
に
、

南
三
陸
の
海
の
魅
力
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通
し
て
見
え
て
く
る
、

そ
こ
に
暮
ら
す
方
々
の
復
興
へ
の
思
い
な
ど
を
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

青森県階上町・小舟渡海岸の灯台（環境省提供）

志津川湾と椿島

図 1　ラムサール条約湿地志津川湾の登録エリア

ダンゴウオ 海面で休息するコクガンマダコの卵保護 コンブの森 アラメの海中林（撮影：太齋彰浩）ホンダワラ類の藻場と魚の群れ

　

山
に
森
が
あ
る
よ
う
に
、
海
の
中
に

も
美
し
い
森
や
草
原
が
あ
り
ま
す
。
波

が
洗
う
岩
場
に
は
海
藻
の
森
が
広
が

り
、
湾
奥
の
穏
や
か
な
砂
地
に
は
海う

み

草く
さ（

ア
マ
モ
な
ど
の
海
生
の
種
子
植
物
）

が
草
原
を
つ
く
り
ま
す
。
こ
う
し
た
海

の
森
や
草
原
は
「
藻も

場ば

」
と
呼
ば
れ
、

沿
岸
生
態
系
の
多
様
性
と
生
産
性
を
支

え
て
い
ま
す
。

　

志
津
川
湾
を
取
り
囲
む
よ
う
に
位
置

す
る
南
三
陸
町
沿
岸
で
は
、
古
く
は
縄

文
時
代
か
ら
豊
富
な
海
の
恵
み
を
受
け

取
っ
て
き
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

自
然
と
共
に
暮
ら
し
、
そ
の
豊
か
さ
と

厳
し
さ
を
享
受
し
な
が
ら
、
今
日
ま
で

脈
々
と
人
と
海
の
関
わ
り
が
続
い
て
き

ま
し
た
。

志
津
川
湾
の
自
然

　

志
津
川
湾
は
、
東
北
太
平
洋
岸
の
三

陸
海
岸
南
部
に
位
置
し
ま
す
。
そ
の
自

然
環
境
の
特
徴
は
、
海
藻
た
ち
に
焦
点

を
当
て
る
こ
と
で
よ
く
理
解
で
き
ま

す
。
湾
内
に
は
２
０
０
種
を
超
え
る
海

藻
が
生
育
し
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か

な
藻
場
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
マ
コ
ン

ブ
が
織
り
な
す
コ
ン
ブ
の
藻
場
や
、
長

い
茎
部
の
先
に
葉
が
茂
る
ア
ラ
メ
の
藻

場
、
そ
し
て
体
に
小
さ
な
浮
き
袋
を
多

数
持
つ
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
の
藻
場
が
志
津

川
湾
の
生
態
系
を
支
え
て
い
ま
す
。
実

は
、
マ
コ
ン
ブ
と
ア
ラ
メ
の
藻
場
が
同

じ
海
域
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
、
志
津
川

湾
が
世
界
的
に
貴
重
な
海
と
さ
れ
る
理

由
の
ひ
と
つ
で
す
。
マ
コ
ン
ブ
は
冷
た

い
海
を
代
表
す
る
コ
ン
ブ
の
仲
間
で
す

が
、
一
方
の
ア
ラ
メ
は
暖
か
な
海
を
代

表
す
る
コ
ン
ブ
の
仲
間
で
す
。
な
ぜ
、

こ
の
両
者
が
共
存
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
？
そ
の
秘
密
が
、
南
三
陸
沿
岸
の
生

物
多
様
性
の
高
さ
を
説
明
す
る
鍵
と
な

り
ま
す
。

　

そ
の
答
え
は
、
日
本
周
辺
を
流
れ
る

海
流
に
あ
り
ま
す
。南
か
ら
の
暖
流「
黒

潮
」
と
、
北
か
ら
の
栄
養
豊
富
な
寒
流

「
親
潮
」
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
混
ざ
り

合
う
領
域
に
志
津
川
湾
が
位
置
す
る
こ

と
で
、
両
環
境
に
由
来
す
る
動
植
物
の

共
存
を
可
能
に
し
て
い
る
の
で
す
。
さ

ら
に
、
日
本
海
を
北
上
す
る
暖
流
の
対

馬
海
流
が
津
軽
海
峡
を
東
に
抜
け
、
そ

の
後
三
陸
沿
岸
に
沿
っ
て
南
下
す
る

「
津
軽
暖
流
」
の
影
響
を
強
く
受
け
る

こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま

り
、
３
つ
の
海
流
の
影
響
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
受
け
る
ユ
ニ
ー
ク
な
海
洋
環
境
を

背
景
に
、
高
い
生
物
多
様
性
が
保
た
れ

て
い
る
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
海
藻
・
海
草
藻
場
を
目
指

し
て
毎
冬
志
津
川
湾
に
や
っ
て
く
る
渡

り
鳥
が
、
国
の
天
然
記
念
物
で
絶
滅
危

惧
種
（
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
：
環
境
省
・
宮

城
県
）に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
希
少
種
、

コ
ク
ガ
ン
で
す
。
志
津
川
湾
で
は
、
近

年
で
は
毎
冬
３
０
０
羽
以
上
が
は
る
か

シ
ベ
リ
ア
か
ら
渡
来
し
ま
す
。
志
津
川

湾
は
、
コ
ク
ガ
ン
の
ま
と
ま
っ
た
越
冬

地
と
し
て
南
限
に
近
く
、
極
東
の
個
体

群
に
と
っ
て
も
重
要
な
場
所
と
な
っ
て

い
る
の
で
す
。
コ
ク
ガ
ン
は
海
藻
の
ア

オ
サ
類
や
海
草
の
葉
を
主
に
食
べ
る
こ

と
か
ら
、
藻
場
に
強
く
依
存
す
る
海
鳥

で
す
。
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
富
で
安
定

し
た
藻
場
を
抱
え
る
志
津
川
湾
は
、
コ

ク
ガ
ン
が
安
心
し
て
越
冬
す
る
た
め
の

環
境
条
件
を
十
分
に
ク
リ
ア
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。

志
津
川
湾
の

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

湿
地
へ
の
登
録

　

２
０
１
８
年
10
月
、
こ
う
し
た
志
津

川
湾
の
特
徴
的
な
自
然
環
境
が
国
際
的

に
高
く
評
価
さ
れ
、
日
本
で
52
番
目
の

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
（
図
１
参
照
）。「
海
な
の
に
な
ぜ

湿
地
な
の
？
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
お
け

る
湿
地
の
定
義
は
広
く
、
藻
場
や
サ
ン

ゴ
礁
が
広
が
る
海
面
エ
リ
ア
も
、
多
様

な
恵
み
を
も
た
ら
す
湿
地
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

登
録
に
あ
た
っ
て
は
、
実
に
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
国
際
的
に
重
要
な
自
然
環
境

で
あ
る
こ
と
を
示
す
に
は
、
科
学
的
か

つ
長
期
に
蓄
積
さ
れ
た
根
拠
が
必
要
不

可
欠
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
様
々
な
研
究

機
関
や
研
究
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等

の
団
体
が
志
津
川
湾
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

調
査
・
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
生

物
の
分
布
や
環
境
に
関
す
る
情
報
な

ど
、
震
災
以
前
か
ら
の
研
究
デ
ー
タ
を

提
供
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
自
然
の
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価
値
を
表
す
生
き
た
記
録
と
し
て
ア
ー

カ
イ
ブ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
は
、「
持
続
可
能

な
利
用
（Sustainable Use

）」
と
い

う
概
念
を
、
採
択
当
初
か
ら
ワ
イ
ズ

ユ
ー
ス
（W

ise Use

：
賢
明
な
利
用
）

と
い
う
考
え
方
と
し
て
取
り
入
れ
て

き
ま
し
た
。「
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
」
と
は
、

湿
地
の
生
態
系
を
維
持
し
つ
つ
、
人
々

の
生
業
や
生
活
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
保

ち
、
湿
地
か
ら
得
ら
れ
る
恵
み
を
持
続

的
に
受
け
取
り
な
が
ら
、
次
の
世
代
へ

受
け
継
い
で
行
け
る
よ
う
活
用
す
る
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。
志
津
川
湾
に
お
い

て
も
、
持
続
可
能
な
海
の
利
用
を
目
指

し
、
様
々
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

人
と
海
の
関
わ
り

　

近
年
日
本
全
国
の
沿
岸
域
で
、
海

藻
藻
場
が
季
節
や
年
ご
と
の
変
化
の

幅
を
超
え
て
減
少
あ
る
い
は
消
失
す

る
「
磯
焼
け
」
現
象
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
は
、
水
温
の

上
昇
や
栄
養
塩
不
足
、
透
明
度
の
低

下
、
植
食
動
物
の
増
加
な
ど
様
々
な

要
因
が
複
雑
に
影
響
し
あ
っ
て
起
こ

る
と
さ
れ
、
原
因
究
明
と
対
策
は
非

常
に
難
し
い
課
題
で
す
。
志
津
川
湾

で
も
磯
焼
け
が
進
む
海
域
が
見
ら
れ
、

現
場
で
は
海
藻
を
食
べ
る
ウ
ニ
の
増

加
が
著
し
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
人
の
手
で
ウ
ニ
を
間
引
く

こ
と
で
藻
場
の
再
生
を
図
り
、
水
産

物
と
し
て
の
ウ
ニ
や
ア
ワ
ビ
と
海
藻

の
生
育
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
取
り
組

み
が
漁
業
者
や
研
究
機
関
、
行
政
な

ど
多
様
な
機
関
が
協
力
し
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
震
災
後
、
養
殖
の
方
法
を

大
き
く
転
換
す
る
こ
と
で
震
災
以
前

か
ら
の
課
題
を
解
決
し
た
地
域
が
あ

り
ま
す
。
カ
キ
養
殖
の
現
場
で
は
、

震
災
前
か
ら
過
密
養
殖
に
よ
る
生
産

効
率
の
低
下
や
漁
場
環
境
の
悪
化
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
宮
城
県

漁
協
志
津
川
支
所
戸
倉
出
張
所
カ
キ

部
会
で
は
、
震
災
後
、
カ
キ
の
養
殖

施
設
数
を
震
災
前
の
三
分
の
一
ま
で

削
減
す
る
こ
と
を
決
断
し
、
見
事
に
課

題
を
解
決
し
た
の
で
す
。
カ
キ
密
度
を

低
く
す
る
こ
と
で
、
養
殖
場
の
潮
通

し
と
餌
と
な
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
供

給
が
促
進
さ
れ
、
カ
キ
の
成
長
速
度

が
早
ま
り
ま
し
た
。
環
境
へ
の
負
荷

も
軽
減
さ
れ
、
さ
ら
に
、
労
働
に
か

け
る
時
間
や
労
力
も
削
減
さ
れ
た
こ

と
で
、
労
働
環
境
の
改
善
に
も
つ
な

が
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

が
、
環
境
に
配
慮
し
た
養
殖
業
に
与

え
ら
れ
る
養
殖
の
国
際
認
証
（
A
S
C

認
証
※
）
の
日
本
で
初
め
て
の
取
得
に

つ
な
が
っ
た
の
で
す
。

　

持
続
可
能
な
漁
業
の
あ
り
方
を
目
指

し
、
自
然
界
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と

で
永
続
的
に
恵
み
が
も
た
ら
さ
れ
る
仕

組
み
づ
く
り
の
工
夫
が
、
今
も
な
お
志

津
川
湾
で
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
復
旧

　

南
三
陸
町
に
は
、
町
営
の
研
究
・
教

育
施
設
「
南
三
陸
町
自
然
環
境
活
用
セ

ン
タ
ー
（
愛
称
：
南
三
陸
ネ
イ
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
）」
が
あ
り
、
震
災
以
前
よ

り
独
自
の
研
究
活
動
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
専
門
性
の
高
い
ス
タ
ッ
フ
が
常

駐
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
研
究
を
通
し
て

地
域
の
自
然
に
眠
る
資
源
を
掘
り
起
こ

し
、
教
育
や
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
活

動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
先
に
紹
介

し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
調
査

研
究
が
志
津
川
湾
で
行
わ
れ
て
き
た
背

景
に
は
、
研
究
・
教
育
に
関
わ
る
各
機

関
や
社
会
と
の
結
節
点
と
な
る
ネ
イ

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
存
在
が
あ
っ
た
と

い
っ
て
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
は
先
の
東
日

本
大
震
災
に
伴
う
大
津
波
に
よ
っ
て

流
失
し
ま
し
た
が
、
震
災
後
は
ネ
イ

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
準
備
室
と
し
て
調
査

活
動
を
再
開
し
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿

地
の
登
録
に
も
深
く
関
わ
り
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
２
月
に
は
、
震
災
後
９
年

を
経
て
戸
倉
地
区
に
復
旧
し
、
地
域
密

着
型
の
研
究
と
教
育
を
推
進
す
る
施
設

と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
の
活
動

　

志
津
川
湾
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地

に
登
録
さ
れ
て
本
当
に
良
か
っ
た
、
と

心
か
ら
実
感
し
た
出
来
事
の
一
つ
に
、

登
録
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
し
た

「
K
O
D
O
M
O
ラ
ム
サ
ー
ル
in
南
三

陸
町
」
が
あ
り
ま
す
。
日
本
全
国
の
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
で
活
動
す
る
子
ど

も
達
が
南
三
陸
町
に
集
ま
り
、
町
の
子

ど
も
達
と
一
緒
に
地
域
の
宝
を
探
し
、

話
し
合
い
、
自
分
た
ち
の
言
葉
で
発
信

す
る
二
泊
三
日
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
子
ど
も
達
自
身
が
真
剣
に
考
え
、

選
び
出
し
た
６
つ
の
宝
と
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
「
人
々
の
守
っ
て
き
た
宝
、
世
界
に

と
ど
け
！
い
つ
ま
で
藻
」
に
は
、
南
三

陸
町
を
取
り
囲
む
自
然
の
つ
な
が
り
や

歴
史
・
文
化
、
そ
こ
で
生
活
す
る
人
々

こ
そ
が
宝
で
あ
り
、
次
の
世
代
へ
も
伝

え
て
い
く
大
切
な
も
の
だ
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
規
模
な
復

旧
工
事
が
続
く
中
、
長
ら
く
物
理
的

に
も
精
神
的
に
も
海
と
隔
離
さ
れ
て
し

ま
っ
て
い
た
町
の
子
ど
も
達
が
、
活
き

活
き
と
地
元
南
三
陸
町
の
宝
に
つ
い
て

語
り
合
う
姿
に
、
思
わ
ず
胸
が
熱
く
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
K
O
D
O
M
O
ラ
ム
サ
ー
ル
に

参
加
し
た
町
内
の
子
ど
も
達
の
、「
こ

れ
か
ら
も
町
の
宝
を
探
し
た
い
、
も
っ

と
も
っ
と
交
流
を
し
た
い
」
と
い
う
希

望
の
声
に
応
え
る
形
で
、
町
内
の
小
中

学
生
か
ら
な
る
エ
コ
ク
ラ
ブ
「
南
三
陸

少
年
少
女
自
然
調
査
隊
」
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
子
ど
も
達
自
身
が
考
え
た
ク

ラ
ブ
名
に
は
、
地
元
の
自
然
の
魅
力

（
宝
）
を
も
っ
と
見
つ
け
た
い
と
い
う

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
年
間

の
活
動
を
ま
と
め
た
壁
新
聞
は
、
こ
ん

な
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
南
三
陸
の
海
は
ま
だ
ま
だ
い
い
と
こ

ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と

を
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
き
た
い
で

す
。」

　

地
域
の
自
然
は
地
域
の
宝
で
す
。
し

か
し
、
た
だ
そ
こ
に
自
然
が
あ
る
だ
け

で
は
本
当
の
宝
と
は
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。
そ
の
有
り
様
を
知
り
、
価
値
を
理

解
し
、
伝
え
、
共
有
す
る
プ
ロ
セ
ス
を

経
て
初
め
て
宝
と
な
り
、
受
け
継
が
れ

て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
を
生
き

る
私
た
ち
が
、
地
域
の
自
然
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
よ
く
理
解
し
、
愛
着
と
誇
り

を
持
つ
こ
と
こ
そ
が
、
現
状
復
帰
と
し

て
の
復
旧
を
超
え
た
真
の
「
復
興
」
に

つ
な
が
る
の
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

サクラミノウミウシ クチバシカジカマボヤ

＊ ASC 認証：水産養殖管理協議会（ASC）が管理運営する養殖に関する国際認証制度。環境に負担をかけず地域社会に配慮している養殖業者に与えられる 67

再生した藻場

戸倉地域における震災前後のカキ養殖場（上：震災前、下：震災後。撮影：阿部富士夫）

海中のカキ養殖施設 磯焼けしたエリアでのウニの間引き作業

ネイチャーセンターの復旧記念イベントにて
（撮影：浅野拓也）

南三陸少年少女自然調査隊の集合写真

南三陸町の宝について熱心に議論する子どもたち

子 ど も た ち が つ
くった壁新聞「海
の森へようこそ」。
2019 年 度 こ ど
もエコクラブ「全
国エコ活コンクー
ル」で環境大臣賞
を受賞した。



～日本初のブルーフラッグを取得して～

海
が
好
き

　

初
夏
の
湘
南
海
岸
。
青
い
空
、
青
い
海
。
太
陽
が
海
面
に
反
射
し
て
キ
ラ
キ
ラ

と
輝
く
。
大
き
な
ウ
ネ
リ
が
沖
か
ら
迫
り
、
波
が
盛
り
上
が
っ
て
く
る
。
狙
い
を

定
め
て
パ
ド
リ
ン
グ
。サ
ー
フ
ボ
ー
ド
が
グ
ッ
と
波
に
押
さ
れ
て
ス
ピ
ー
ド
に
乗
っ

て
滑
り
出
す
。
地
球
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
最
高
の
瞬
間
だ
。

　

私
は
、
湘
南
の
鵠
沼
で
生
ま
れ
、
鵠
沼
で
育
っ
た
。
海
ま
で
自
転
車
で
５
分
。

小
さ
い
頃
か
ら
海
が
大
好
き
で
、
海
は
一
番
身
近
な
遊
び
場
だ
っ
た
。
高
校
１
年

の
夏
、
初
め
て
ウ
ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
を
体
験
、
そ
の
後
サ
ー
フ
ィ
ン
に
ど
っ
ぷ

り
と
は
ま
っ
て
い
っ
た
。
就
職
後
も
毎
日
朝
４
時
に
起
き
て
出
勤
前
に
海
へ
入
る

と
い
う
生
活
を
年
間
３
０
０
日
以
上
続
け
た
。
サ
ー
フ
ィ
ン
の
魅
力
は
、
自
然
と

一
体
に
な
れ
る
こ
と
。
広
大
な
海
の
前
で
は
人
間
な
ん
て
ち
っ
ぽ
け
な
存
在
だ
。

サ
ー
フ
ィ
ン
は
そ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
を
心
底
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。

　

海
の
表
情
は
毎
日
変
わ
る
。
風
、
気
温
、
光
、
湿
度
、
匂
い
、
砂
や
水
の
感
触
、

五
感
で
海
を
感
じ
る
と
き
、自
分
が
生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
。
四
季
に
よ
っ

て
変
化
す
る
富
士
山
や
江
の
島
の
景
色
も
息
を
の
む
ほ
ど
美
し
い
。
私
は
、
こ
の

美
し
い
湘
南
の
海
と
と
も
に
生
き
て
き
た
。

20 

年
間
ご
み
拾
い
を
続
け
て

　

そ
ん
な
私
に
と
っ
て
、ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
は
日
常
の
一
つ
だ
っ
た
。
サ
ー
フ
ァ
ー

と
し
て
ホ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
の
海
を
き
れ
い
に
し
た
い
と
思
う
の
は
当
然
だ
っ
た
し
、

小
さ
い
頃
か
ら
海
に
育
て
て
も
ら
っ
た
自
分
と
し
て
は
、
海
へ
の
感
謝
と
い
う
気

持
ち
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
具
体
的
な
行
動
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。
だ
か
ら
ビ
ー

チ
ク
リ
ー
ン
を
ず
っ
と
続
け
て
き
た
し
、
続
け
て
い
け
ば
海
岸
ご
み
を
な
く
す
こ

と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
あ
る
と
き
、（
公
財
）
か
な
が
わ
海
岸
美
化
財
団
の
統
計
を
見
て
愕
然

と
し
た
。湘
南
の
海
岸
ご
み
の
総
量
は
年
間
５
，０
０
０
ｔ
。し
か
も
こ
の
数
十
年
間
、

総
量
は
全
く
減
っ
て
い
な
い
の
だ
。
20
年
以
上
、
私
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

仲
間
と
と
も
に
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
を
し
て
き
た
が
、私
た
ち
の
活
動
は
無
意
味
だ
っ

た
の
か
。
全
身
の
力
が
抜
け
た
。

　

海
岸
ご
み
に
つ
い
て
調
べ
て
い
く
と
、
海
岸
ご
み
の
７
割
は
川
か
ら
流
れ
て
来

て
、
そ
の
川
ご
み
は
街
か
ら
流
れ
て
来
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
海
岸
を

い
く
ら
掃
除
し
て
い
て
も
根
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
。「
発
生
源
の
川
や
街
を

含
め
た
地
域
全
体
で
、
行
政
や
企
業
と
協
力
し
て
取
り
組
ま
な
い
と
解
決
で
き
な

い
」
と
い
う
こ
と
に
気
付
い
た
の
だ
。

　

私
は
そ
う
し
た
問
題
意
識
を
持
っ
て
か
ら
、
海
岸
ご
み
問
題
の
研
究
に
没
頭
し

た
。
海
を
専
門
と
す
る
研
究
者
や
実
践
家
な
ど
１
０
０
人
以
上
の
人
に
会
っ
て
話

を
聞
い
た
。
書
籍
や
雑
誌
も
読
み
ま
く
っ
た
。

　

そ
し
て
、
あ
る
論
文
と
の
運
命
的
な
出
会
い
を
果
た
す
。「
海
岸
環
境
改
善
の
た

め
の
報
奨
制
度
～
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ
運
動
の
例
～
」。立
教
大
学
観
光
学
部
教
授（
当

時
）
石
井
昭
夫
氏
が
監
訳
し
た
論
文
で
あ
る
。
早
速
、
立
教
大
学
に
電
話
し
た
が

先
生
は
既
に
退
官
さ
れ
て
お
り
、
藁
を
も
す
が
る
思
い
で
先
生
の
ご
連
絡
先
を
教

え
て
も
ら
い
、ご
自
宅
を
訪
問
。
石
井
先
生
か
ら
海
辺
の
国
際
環
境
認
証
「
ブ
ル
ー

フ
ラ
ッ
グ
」
の
話
を
聞
い
た
時
、「
こ
れ
で
海
岸
ご
み
問
題
を
解
決
で
き
る
！
」
と

直
感
。
そ
し
て
「
日
本
中
の
海
に
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ
を
掲
げ
る
！
」
こ
と
を
目
標

に
定
め
る
。
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
が
決
ま
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

ア
ジ
ア
初
の
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ
認
証
取
得

　
「
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ
」（
以
後
、
Ｂ
Ｆ
と
す
る
）
と
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
本
部
が

あ
る
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ 

Ｆ
Ｅ
Ｅ
（
国
際
環
境
教
育
基
金
）
に
よ
る
認
証
制

度
。
①
水
質
、
②
環
境
教
育
と
情
報
、
③
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
④
安

全
性
・
サ
ー
ビ
ス
の
４
分
野
、
33
項
目
の
認
証
基
準
が
あ
り
、
こ
れ
ら

の
基
準
を
満
た
し
た
ビ
ー
チ
や
マ
リ
ー
ナ
は
フ
ラ
ッ
グ
を
掲
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
１
９
８
５
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
誕
生
し
、現
在
世
界
45
ヶ
国
、

約
４
，５
０
０
ヶ
所
が
取
得
。
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
認
知
度
は
高
く
、

Ｂ
Ｆ
を
取
得
し
た
海
岸
は
「
き
れ
い
で
安
全
で
誰
も
が
楽
し
め
る
優
し

い
ビ
ー
チ
」
と
し
て
、
多
く
の
人
々
が
バ
カ
ン
ス
に
訪
れ
る
。

　

２
０
１
１
年
当
時
、 

日
本
で
は
F
E
E 

J
a
p
a
n
が
Ｂ
Ｆ
を
認

証
す
る
こ
と
に
な
っ
て
は
い
た
も
の
の
、
ま
だ
認
証
さ
れ
た
海
岸
は
一

つ
も
な
か
っ
た
。
国
内
に
は
Ｂ
Ｆ
を
認
証
す
る
体
制
も
制
度
も
な
く
、

文
字
通
り
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

　

Ｂ
Ｆ
日
本
初
取
得
の
挑
戦
と
い
う
「
使
命
」
に
燃
え
た
私
は
、

２
０
１
１
年
５
月
、
仲
間
と
と
も
に
湘
南
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
所
を
立
ち

THE BLUE FLAG
THE BLUE EARTH
for

夏の片瀬西浜・鵠沼海水浴場（江の島）

片山清宏 （NPO法人湘南ビジョン研究所　理事長）

「海岸ごみから地元の湘南海岸を守りたい」とブルーフラッグ取得のために奔走し、

今なお走り続ける片山さんにブルーフラッグとは何か、そして湘南という里海を守り、

未来へつなげるための活動などをご紹介いただいた。江の島の海中に潜って海底清掃をする著者

Shonan
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上
げ
、「
日
本
初
の
Ｂ
Ｆ
取
得
を
湘
南
海
岸
か
ら
目
指
す
」
と
宣
言
し
、
活
動
を
開

始
。
し
か
し
、周
り
は「
湘
南
の
汚
い
海
で
Ｂ
Ｆ
を
目
指
す
な
ん
て
無
理
で
し
ょ
！
」

と
冷
や
や
か
だ
っ
た
。
湘
南
海
岸
沿
い
の
自
治
体
の
市
長
や
海
岸
組
合
長
に
、
Ｂ

Ｆ
取
得
を
提
案
し
て
回
っ
た
が
、
無
名
の
若
造
の
私
の
提
案
は
見
向
き
も
さ
れ
な

か
っ
た
。

　

そ
の
中
で
唯
一
、
鎌
倉
市
の
由
比
ガ
浜
茶
亭
組
合
の
増
田
元
秀
組
合
長
が
、「
Ｂ

Ｆ
に
は
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
。
ぜ
ひ
一
緒
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
！
」
と
賛
同
し

て
く
れ
た
。
早
速
、
当
研
究
所
の
仲
間
と
と
も
に
、
週
末
に
な
る
と
由
比
ガ
浜
に

通
い
、Ｂ
Ｆ
取
得
に
必
要
な
水
質
調
査
、
安
全
リ
ス
ク
調
査
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
、

環
境
教
育
な
ど
を
進
め
た
。
ま
た
、
Ｂ
Ｆ
を
紹
介
す
る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
を
作
成

し
て
海
沿
い
の
お
店
に
置
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
市
内
の
小
中
学
校
や
市
民
団
体

で
Ｂ
Ｆ
の
講
演
を
し
た
り
、
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
や
っ
た
。

　

そ
し
て
、
鎌
倉
市
の
松
尾
崇
市
長
が
「
由
比
ガ
浜
で
日
本
初
の
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ

グ
を
目
指
す
」
と
記
者
会
見
で
正
式
に
発
表
。
そ
の
後
、
活
動
を
本
格
化
さ
せ
、

つ
い
に
２
０
１
６
年
４
月
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開
か
れ
た
Ｆ
Ｅ
Ｅ
の
国
際
審
査

委
員
会
に
お
い
て
由
比
ガ
浜
が
ア
ジ
ア
初
・
日
本
初
の
Ｂ
Ｆ
に
認
証
さ
れ
た
。
５

年
越
し
の
活
動
の
成
果
が
実
り
、
こ
れ
ま
で
の
苦
労
が
報
わ
れ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

海
の
学
び
場
「
湘
南
V
I
S
I
O
N
大
学
」
の
開
校

　

由
比
ガ
浜
で
ア
ジ
ア
初
の
Ｂ
Ｆ
を
取
得
し
た
後
、
私
た
ち
は
も
う
一
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
掛
か
っ
た
。
海
の
環
境
教
育
に
特
化
し
た
市
民
大
学
「
湘
南

V
I
S
I
O
N
大
学
」
の
設
立
だ
。

　

実
は
、
Ｂ
Ｆ
取
得
を
目
指
し
て
活
動
す
る
中
で
、
限
界
だ
と
感
じ
て
い
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
Ｂ
Ｆ
活
動
の
中
心
は
、
海
の
専
門
家
や
行
政
、
海
岸
関
係
者

な
ど
に
限
ら
れ
、
一
般
市
民
の
方
々
の
参
加
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
海

に
関
心
の
あ
る
人
た
ち
だ
け
が
海
の
大
切
さ
を
声
高
に
叫
ん
で
も
ダ
メ
だ
。
多
く

の
人
に
ま
ず
は
海
を
楽
し
ん
で
海
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
お
う
。
そ
う
す
れ
ば
、

海
の
環
境
保
全
に
協
力
し
て
く
れ
る
人
が
増
え
、
Ｂ
Ｆ
活
動
の
裾
野
も
広
が
っ
て

い
く
は
ず
だ
。
３
年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、２
０
１
８
年
５
月
、海
の
学
び
場「
湘

南
V
I
S
I
O
N
大
学
」
を
開
校
し
た
。

　

湘
南
V
I
S
I
O
N
大
学
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
誰
で
も
参
加
で

き
る
市
民
大
学
だ
。
キ
ャ
ン
パ
ス
は
「
湘
南
の
海
」。「
海
を
も
っ
と
楽
し
も
う
！
」

を
テ
ー
マ
に
、
ユ
ニ
ー
ク
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
揃
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
プ
ロ
セ
ー

ラ
ー
と
共
に
海
上
を
周
遊
す
る
「
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
体
験
」、
新
し
い
海
の
楽
し
み
方

を
体
感
す
る
「
ビ
ー
チ
ナ
イ
ト
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」、
元
プ
ロ
野
球
選
手
に
よ
る
「
ビ
ー

チ
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
」、
環
境
と
健
康
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ー
チ

ヨ
ガ
」、
真
夏
の
夜
の
海
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
使
う
新
感
覚
「
ビ
ー
チ
ナ
イ
ト
ゴ
ル

フ
」、
湘
南
の
食
材
を
使
っ
た
「
シ
ー
フ
ー
ド
料
理
教
室
」
な
ど
、
通
常
の
海
の
環

境
教
育
で
は
思
い
つ
か
な
い
面
白
い
授
業
が
い
っ
ぱ
い
だ
。
普
段
、
海
に
は
縁
遠

い
都
会
の
女
性
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
か
ら
も
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

海
を
守
り
、
未
来
を
つ
く
る

　

湘
南
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
所
を
立
ち
上
げ
て
今
年
で
10
年
目
。
Ｂ
Ｆ
取
得
海
岸
は
全

国
で
４
箇
所
に
増
え
た
。
２
０
１
９
年
12
月
に
は
当
法
人
、
文
教
大
学
湘
南
総
合

研
究
所
、
F
E
E 

J
a
p
a
n
主
催
で
、
国
内
４
都
市
の
Ｂ
Ｆ
認
証
海
岸
の
関
係

者
が
一
堂
に
会
す
る
「
B
L
U
E 

F
L
A
G 

J
a
p
a
n
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
９
in

鎌
倉
」を
開
催
。
現
在
、神
奈
川
県
内
で
は
、藤
沢
市「
片
瀬
西
浜
・
鵠
沼
海
水
浴
場
」、

逗
子
市
「
逗
子
海
岸
海
水
浴
場
」
も
Ｂ
Ｆ
取
得
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
て
お
り
、

今
後
さ
ら
に
全
国
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

湘
南
V
I
S
I
O
N
大
学
は
開
校
３
年
目
。
２
年
間
で
51
講
座
開
催
、
合
計

２
２
５
１
人
の
生
徒
に
受
講
い
た
だ
い
た
。
大
学
の
理
念
に
共
感
し
て
く
れ
た
生

徒
が
受
講
後
に
運
営
ス
タ
ッ
フ
や
先
生
に
な
る
な
ど
新
た
な
動
き
も
あ
る
。
受
講

生
を
１
万
人
輩
出
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
目
標
だ
。

　

活
動
を
し
て
い
る
と
、
い
ろ
ん
な
方
か
ら
「
仕
事
が
忙
し
い
の
に
、
よ
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
続
け
ら
れ
る
ね
」
と
か
「
片
山
さ
ん
の
原
動
力
は
何
な
の
？
」
と
聞

か
れ
る
。
答
は
い
つ
も
同
じ
だ
。「
海
が
好
き
だ
か
ら
」。
海
が
好
き
だ
か
ら
海
を

守
り
た
い
、
と
純
粋
に
思
う
。
そ
の
想
い
に
理
由
や
理
屈
は
な
い
。

　

市
民
活
動
の
一
人
ひ
と
り
の
力
は
限
り
な
く
小
さ
い
が
、
そ
の
純
粋
な
想
い
や

熱
意
は
伝
播
す
る
と
大
き
な
力
に
な
る
。
私
た
ち
湘
南
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
所
は
、
市

民
の
力
で
海
の
環
境
問
題
を
解
決
で
き
る
と
信
じ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、「
海
を

守
り
、
未
来
を
つ
く
る
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
胸
に
、
全
国
の
た
く
さ
ん
の
仲
間
と

つ
な
が
っ
て
、
海
の
未
来
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
一
緒
に
行
動
し
、
こ
の
素
晴
ら

し
い
日
本
の
里
海
を
守
り
、
次
世
代
に
残
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

THE BLUE FLAG
THE BLUE EARTH
for

ブルーフラッグの歴史
1985年	 ブルーフラッグの構想がフランスで紹介される
1987年	 EUの支援によりブルーフラッグがヨーロッパで紹介される
1992年	 同様のブルーフラッグ基準が全てのヨーロッパ諸国で紹介される
2001年	 南アフリカでブルーフラッグが開始、国際的プログラムとなる
2004年	 ブルーフラッグがカリブ海で開始される
2005-2010年	 ブルーフラッグがブラジル、カナダ、モロッコ、チュニジア、ニュージーランドで実施される。
2010年	 41 カ国がブルーフラッグを実施
2014年	 50 カ国がブルーフラッグを実施
2016年	 アジア・日本初のブルーフラッグを由比ガ浜で取得

NPO 法人湘南ビジョン研究所の設立総会で
設立メンバーと記念撮影（2013.9）

「湘南 VISION 大学」授業「ビーチナイトピクニック」
を楽しむ様子（鵠沼海岸）

「湘南 VISION 大学」授業でサンセットビーチヨガを
楽しむ受講生たち（由比ガ浜）

「湘南 VISION 大学」開校式での著者の
開校挨拶

著者（左）とプロサーファー（堀越力さん） 「湘南 VISION 大学」のセーリングの授業の集合写真
（葉山マリーナ）

由比ガ浜で湘南ビジョン研究所スタッフたち
でビーチクリーンする様子

「BLUE FLAG Japan サミット in 鎌倉」でパネリストを囲んで集合写真

由比ガ浜海水浴場でブルーフラッグを持つ著者（左）と奥さん
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そ
も
そ
も
「
里
海
」
と
は
何
か

　

里
海（
＊
）、
そ
れ
は
私
た
ち
の
生
活

を
支
え
て
く
れ
る
海
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
は
、
海
と
生
き
る
た
め
の
知
恵
が

た
く
さ
ん
の
工
夫
の
中
か
ら
生
ま
れ
る

場
所
で
も
あ
る
。

　

里
海
と
は
、「
人
手
が
加
わ
る
こ
と

に
よ
り
、
生
産
性
と
生
物
多
様
性
が
高

く
な
っ
た
沿
岸
海
域
」
と
九
州
大
学
名

誉
教
授
の
柳
哲
雄
先
生
が
定
義
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
陸
と
は
違
い
、
海
は

水
泳
や
船
舶
操
縦
な
ど
の
技
術
、
ま
た

漁
業
権
や
入
浜
権
な
ど
の
資
源
利
用
の

権
利
が
な
け
れ
ば
一
般
の
方
が
活
動
で

き
る
場
所
で
は
な
い
た
め
、
里
山
と
同

じ
よ
う
に
は
、
里
海
で
「
海
を
手
入
れ

す
る
こ
と
」
を
想
像
し
に
く
い
で
し
ょ

う
。
海
は
気
軽
に
入
れ
な
い
か
ら
こ
そ
、

海
を
知
る
に
は
、
海
と
生
き
る
様
々
な

方
の
お
話
を
聞
き
、
そ
の
知
恵
と
知
見

を
記
録
し
、
多
く
の
方
と
共
有
す
る
こ

と
が
と
て
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

里
海
、
い
わ
ゆ
る
沿
岸
の
海
域
に
は
、

サ
ン
ゴ
礁
、
海
草
の
ア
マ
モ
場
、
海
藻

の
藻
場
な
ど
様
々
な
海
中
・
海
底
の
世

界
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
多
様
な
生
き
物

が
棲
み
つ
い
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
多

様
な
海
の
環
境
と
生
き
物
を
知
り
尽
く

し
、
長
年
の
経
験
を
ふ
ま
え
て
海
の
変

化
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
漁
師

の
知
恵
と
応
用
力
は
ど
れ
ほ
ど
す
ご

い
こ
と
か
言
う
ま
で
も
な
い
。
昔
、
遠

い
海
で
は
漁
が
で
き
な

か
っ
た
時
代
か
ら
、
島

国
の
日
本
の
祖
先
た
ち

は
沿
岸
の
海
で
実
に
多

様
多
彩
な
漁
の
技
術
を

生
み
出
し
、
海
と
生

き
る
た
め
の
知
恵
と
信

念
を
代
々
引
き
継
い
で

き
た
。
そ
う
い
っ
た
伝

統
的
な
漁
業
が
、
現
代

の
過
剰
摂
取
と
消
費
の

社
会
が
直
面
し
て
い
る

様
々
な
問
題
に
解
決
の

ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
と
思
い
、
筆

者
は
里
海
と
人
々
と
の
つ
な
が
り
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
る
。

生
涯
、
能
登
を
愛
し
生
き
る

海
女
と
の
出
会
い

　

里
海
研
究
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
東
日
本
大
震
災
で
あ
る
。

２
０
１
１
年
の
夏
に
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
数
回
に
わ
た
り
被
災
地
に
行

き
津
波
に
よ
る
壊
滅
的
な
状
態
を
目
の

当
た
り
に
し
、
哀
し
み
が
溢
れ
る
と
と

も
に
、
も
し
か
し
た
ら
人
々
は
海
が
怖

く
な
り
、
海
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
た
。
ど

う
か
海
の
こ
と
を
嫌
い
に
な
ら
な
い
よ

う
に
と
願
い
、
ま
た
活
気
が
満
ち
溢
れ

て
い
る
漁
業
の
町
に
復
興
で
き
る
こ
と

が
、
何
よ
り
も
の
復
興
支
援
だ
と
考
え

て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
海
の
魅
力
と

海
の
問
題
を
も
っ
と
知
り
、
多
く
の
方

と
共
有
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
信
じ
、

２
０
１
２
年
に
国
連
大
学
に
勤
務
し
て

か
ら
は
里
海
の
研
究
と
啓
発
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

そ
の
研
究
活
動
の
一
環
と
し
て

２
０
１
５
年
か
ら
国
連
大
学
サ
ス
テ
イ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
高
等
研
究
所
石
川
金
沢
支

所
（
Ｏ
Ｕ
Ｉ
Ｋ
）
に
お
い
て
「
能
登
の

里
海
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
し

た
。
２
０
１
１
年
に
国
連
食
糧
農
業
機

関
に
日
本
初
の
世
界
農
業
遺
産
（
通
称

「
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
」）
と
認
定
さ
れ
た
石
川

県
能
登
半
島
地
域
で
は
「
能
登
の
里
山

里
海
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
古
く
か
ら

海
と
山
の
環
境
と
資
源
を
巧
み
に
利
用

し
て
維
持
し
、
半
農
半
漁
、
ま
た
は
そ

の
他
の
職
業
を
兼
業
し
な
が
ら
豊
か
な

農
漁
村
暮
ら
し
を
営
ん
で
き
た
。
世
界

農
業
遺
産
認
定
後
は
里
山
に
お
け
る
活

動
が
活
発
に
な
る
一
方
で
、
里
海
と
の

関
わ
り
方
は
地
元
の
方
で
さ
え
ど
ん
な

活
動
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
戸
惑
う
声

が
多
く
聞
か
れ
、
能
登
の
里
海
の
魅
力

を
地
域
の
皆
さ
ん
と
勉
強
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
感
じ
た

こ
と
が
、
こ
の
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
を
始
め
た

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

そ
の
中
で
、
能
登
半

島
で
生
涯
海
と
生
き
、

能
登
の
里
海
を
愛
す

る
多
く
の
方
と
出

会
っ
た
。
そ
の
一
人
、

私
に
里
海
の
魅
力
を

教
え
て
く
れ
た
輪
島
市
の
海
女
の
早
瀬

千
春
さ
ん
を
紹
介
し
た
い
。（
次
頁
）

「
海
の
豊
か
さ
を
守
る
」
た
め
に

　

昨
今
の
海
は
、
海
洋
汚
染
、
地
球
温

暖
化
に
よ
る
海
水
面
や
海
水
温
の
上

昇
、
海
洋
酸
性
化
、
漁
業
資
源
の
乱
獲

な
ど
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ

の
一
部
を
解
決
す
る
た
め
に
、
国
連
が

２
０
１
５
年
に
定
め
た
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
14
「
海

の
豊
か
さ
を
守
る
」
の
下
に
、
国
際
社

会
が
海
の
保
全
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

地
球
の
7
割
の
面
積
が
海
で
あ
り
世
界

中
の
多
く
の
国
が
海
で
繋
が
っ
て
い
る

だ
け
に
、
国
と
国
の
間
の
協
力
が
不
可

欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
海
は
繋
が
っ
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
ま
ず
目
の
前
の
「
里

海
」
を
き
ち
ん
と
守
ら
な
い
と
、
海
全

体
が
良
く
な
る
こ
と
は
な
い
。
陸
で
生

活
す
る
私
た
ち
は
、
日
常
生
活
の
中
で

お
魚
を
食
べ
る
時
以
外
に
海
の
存
在
を

実
感
し
に
く
い
が
、
生
活
習
慣
か
ら
海

を
意
識
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
取
り

入
れ
れ
ば
、
海
と
の
距
離
は
ぐ
っ
と
近

く
な
る
。
海
に
入
れ
な
く
て
も
、
一
市

民
と
し
て
、
一
消
費
者
と
し
て
で
き
る

こ
と
は
き
っ
と
見
つ
か
る
は
ず
。
ま
ず

応
援
し
た
い
里
海
の
人
々
や
海
の
幸
を

見
つ
け
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
よ
う
。

　

里
海
で
暮
ら
す
工
夫
と
知
恵
は
、
海

が
抱
え
て
い
る
問
題
と
同
じ
よ
う
に
、

水
面
下
に
埋
も
れ
て
い
て
見
え
に
く

い
。
今
回
は
輪
島
海
女
の
早
瀬
さ
ん
か

ら
お
話
し
を
伺
っ
た
が
、
同
じ
「
海
女
」

と
い
っ
て
も
、
九
州
か
ら
東
北
ま
で
、

日
本
海
や
太
平
洋
側
で
、
各
地
の
里
海

で
培
わ
れ
て
き
た
持
続
可
能
な
営
み
の

知
恵
や
抱
え
て
い
る
課
題
が
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
。
そ
う
い
っ
た
各
地
の
里
海
に

ま
つ
わ
る
知
識
と
情
報
を
国
内
外
の
地

域
間
で
共
有
し
、
学
び
合
い
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
う
し
た

学
び
合
い
の
場
と
し
て
、
国
連
大
学
サ

ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
高
等
研
究
所
が
事

務
局
を
務
め
る
里
山
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

国
際
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｉ
Ｐ
Ｓ

Ｉ
）
を
ぜ
ひ
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き

た
い
。
そ
し
て
、
私
自
身
は
研
究
者
の

一
人
と
し
て
海
で
従
事
す
る
人
た
ち
に

耳
を
傾
け
、
そ
の
知
恵
と
課
題
を
掘
り

下
げ
、
広
く
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

地
域
内
外
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
豊
か
な

里
海
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

う
。

イヴォーン・ユー （国連大学研究員）

石川県輪島市にある海と隣接する棚田
「白米千枚田（しろよねせんまいだ）」

石川県能登半島の北、輪島から約 50km、日本海沖
に浮かぶ舳倉島（へぐらじま）にて

能登半島には「ボラ待ちやぐら」のような伝統的漁法
が多く継承されている

「輪島の海女漁の技術」は 400 年以上の歴史があり、国の重要無形民俗文化財にも指定されている
（撮影：古谷千佳子）

能登島の定置網漁では多種多様な魚が水揚げされている

能登に生きる
海女さんたちからみえる里海

N
o
to

ご自身の里海研究のなかで出会われた「能登に生きる海女さん」に焦点をあてながら、

能登の里海の魅力や課題について解説いただいた。

網の修繕を手伝う筆者（写真左／能登島にて）

＊（１２P文頭）里海の範囲：豊かな生態系が維持されている沿岸海域。魚の産卵場、餌場、棲み処を提供している。 1213



瀬
さ
ん
と
の
出
会
い
は
、
２
０
１
７
年

冬
に
「
能
登
の
里
海
セ
ミ
ナ
ー
」
の
シ

リ
ー
ズ
講
座
と
し
て
石
川
県
輪
島
市
門
前
中
学

校
で
「
里
海
を
支
え
る
輪
島
の
女
性
」
と
題
し

て
開
催
し
た
セ
ミ
ナ
ー
だ
っ
た
。
と
て
も
サ
バ

サ
バ
し
た
性
格
で
、「
海
女
は
海
の
猛
禽
類
！
」

と
冗
談
を
言
い
皆
さ
ん
を
笑
わ
せ
な
が
ら
、
海

の
現
状
の
話
に
な
る
と
隠
さ
ず
ハ
ッ
キ
リ
も
の

を
言
う
早
瀬
さ
ん
の
真
剣
で
熱
い
眼
差
し
が
と

て
も
印
象
的
だ
っ
た
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
仲

良
く
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
博
学
で
環
境

問
題
か
ら
国
際
政
治
情
勢
な
ど
幅
広
い
情
報
に

高
い
関
心
を
持
ち
、
子
供
た
ち
に
受
け
継
が
れ

る
地
元
の
海
と
地
球
の
未
来
を
常
に
悩
み
、
と

て
も
創
造
力
が
豊
か
な
芸
達
者
で
心
暖
か
い
人

で
あ
る
。

　
輪
島
市
海
士
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
早
瀬
さ
ん

は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
漁
師
の
父
親
に
海
に
連
れ

て
い
っ
て
も
ら
い
、海
に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
。

高
校
生
時
代
に
親
戚
の
海
女
さ
ん
の
お
ば
さ
ん

に
潜
り
と
漁
の
技
術
を
教
わ
り
、
高
校
卒
業
後

に
海
女
さ
ん
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
、
そ
れ
以
来
、

30
数
年
間
に
わ
た
っ
て
輪
島
の
海
で
海
女
漁
を

続
け
て
き
た
。

　
夏
は
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
、
エ
ゴ
ノ
リ
、
モ
ズ

ク
漁
を
行
い
、
11
月
か
ら
4
月
の
半
ば
ま
で
は

ナ
マ
コ
、
途
中
の
1
月
に
は
岩
海
苔
や
亀
の
手

を
採
り
、
4
月
半
ば
か
ら
は
天
然
ワ
カ
メ
漁
、

6
月
半
ば
か
ら
は
モ
ズ
ク
や
ツ
ル
モ
も
採
る
な

ど
、
秋
の
約
1
ヶ
月
間
を
除
き
、
通
年
ほ
ぼ
毎

日
輪
島
の
海
に
入
る
。
20
年
前
ま
で
は
輪
島
市

街
か
ら
20
㎞
程
離
れ
て
い
る
無
人
島
の
七
ッ
島

で
の
海
女
漁
が
多
か
っ
た
が
、
10
数
年
前
か
ら

は
輪
島
か
ら
50
㎞
離
れ
て
い
る
舳
倉
島
で
も
操

業
し
て
い
る
。
沖
合
の
島
で
は
夏
の
漁
が
中
心

で
、
そ
れ
以
外
の
季
節
は
半
島
に
近
い
海
で
行

う
こ
と
が
多
く
、
里
海
と
沖
合
の
海
に
通
い
、

広
い
範
囲
で
輪
島
の
海
を
見
守
っ
て
き
た
。

女
は
2
人
１
組
で
潜
る
と
い
う
バ
デ
ィ

制
で
、
意
外
に
も
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ

ン
グ
と
同
じ
ル
ー
ル
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
は

お
互
い
の
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
潜
る
た
め
だ

け
で
は
な
く
、
一
人
が
獲
物
を
見
つ
け
、
も
う

一
人
が
そ
れ
を
捕
獲
し
、
決
し
て
無
理
せ
ず
体

力
を
温
存
し
な
が
ら
効
率
よ
く
漁
を
す
る
テ
ク

ニ
ッ
ク
で
も
あ
る
。
海
女
漁
は
い
わ
ば
素
潜
り

漁
な
の
で
、
体
力
、
天
候
と
時
間
と
の
勝
負
な

の
で
あ
る
。
獲
物
の
居
場
所
を
素
早
く
見
つ
け

出
す
た
め
に
、
日
々
海
底
の
地
形
や
環
境
の
観

察
力
が
磨
か
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
効
率
よ
く

漁
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
い
つ
も
の

漁
場
の
海
に
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
が
あ
っ
た
ら

す
ぐ
分
か
る
と
い
う
ス
キ
ル
が
身
に
つ
い
て
い

る
。

瀬
さ
ん
自
身
は
１
回
の
潜
り
で
90
秒
程

の
間
に
約
20
ｍ
以
上
潜
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
深
い
と
こ
ろ
に
潜
る
時
は
バ
デ
ィ

が
ず
っ
と
見
守
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
欠
か

せ
な
い
ほ
ど
、
ど
ん
な
ベ
テ
ラ
ン
で
も
決

し
て
油
断
せ
ず
、
海
へ
の
謙
虚
な
心
と
尊

敬
を
持
っ
て
慎
重
に
漁
を
行
う
と
い
う
。

最
近
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
見
か
け
な
い

サ
メ
も
偶
に
出
没
す
る
よ
う
に
な
り
、
常

に
変
化
す
る
海
の
生
態
系
と
生
き
物
た
ち

に
毎
回
の
潜
り
で
神
経
を
と
が
ら
せ
て
い

る
。
極
寒
の
日
本
海
で
の
冬
の
漁
は
寒
す

早

海

早輪島の朝市

アマノマスクとシール

アマノマスクをつけた早瀬千春さんと海女漁を継いだお嬢さん

ウエットスーツを着た海女人形

早瀬千春さん（石川県輪島の海女さん）

輪島の海女漁の技術を
親子で継承

15
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早瀬千春さん（撮影：古谷千佳子）
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舳倉島集落。舳倉島の周辺海域は豊かな里海を代表する一つで、海女の方々はこの里海を大事に利用してきた

ぎ
て
つ
ら
く
て
た
ま
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
海
に

潜
ら
な
い
と
も
っ
と
気
持
ち
悪
い
ぐ
ら
い
、
海

が
大
好
き
だ
と
い
う
。
そ
し
て
ご
自
身
も
大
好

き
な
輪
島
の
海
の
幸
の
美
味
し
さ
を
、
皆
さ
ん

に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
か
ら
、
海
女
の
仕
事

を
日
々
楽
し
ん
で
い
る
。

　
早
瀬
さ
ん
は
4
年
前
に
他
界
し
た
母
親
の
後

を
継
ぎ
、
現
在
海
女
用
ウ
エ
ッ
ト
ス
ー
ツ
製
造

を
営
む
経
営
者
で
も
あ
る
。
現
役
の
海
女
が

作
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
ウ
エ
ッ
ト
ス
ー
ツ
の

着
心
地
の
良
さ
は
全
国
の
海
女
た
ち
か
ら
注
文

が
来
る
ほ
ど
の
評
判
で
あ
る
。
今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、
一
部
で
休
漁

が
続
い
て
い
る
中
、
ウ
エ
ッ
ト
ス
ー
ツ
の
材
質

で
製
造
し
た
「
ア
マ
ノ
マ
ス
ク
」
が
好
評
に
つ

き
地
元
の
報
道
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
話
題

に
な
り
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
全
国
販
売
向
け

の
通
販
も
始
め
た
。
常
に
挑
戦
心
と
好
奇
心
の

旺
盛
な
早
瀬
さ
ん
で
あ
る
。

ん
な
早
瀬
さ
ん
に
と
っ
て
嬉
し
い
こ
と

に
、
21
歳
の
長
女
も
昨
年
か
ら
海
女
漁

に
デ
ビ
ュ
ー
し
、
海
女
の
技
術
を
伝
授
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
４
０
０
年
以
上
の
歴
史
が

あ
り
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指

定
さ
れ
て
い
る
「
輪
島
の
海
女
漁
の
技
術
」
を

親
子
で
継
承
す
る
こ
と
は
嬉
し
い
が
、
年
々
変

わ
っ
て
い
く
海
の
状
況
に
は
不
安
も
抱
え
て
い

る
。
昔
と
較
べ
海
は
明
ら
か
に
違
う
。
海
水
の

温
度
が
上
昇
し
て
い
る
し
、
濁
り
が
増
し
透
明

度
が
落
ち
、
海
藻
の
減
少
に
伴
い
ア
ワ
ビ
な
ど

の
獲
物
も
減
っ
て
い
る
。
毎
日
潜
っ
て
観
察
し

て
い
る
か
ら
こ
そ
身
を
も
っ
て
実
感
し
て
い

る
。
し
か
し
そ
う
い
っ
た
「
変
化
」
を
ど
の
よ

う
に
伝
え
、
誰
に
伝
え
れ
ば
、
海
の
状
況
が
良

く
な
る
こ
と
に
繋
が
る
の
か
と
日
々
悩
ん
で
い

る
。
海
女
さ
ん
が
持
つ
伝
統
的
な
知
恵
、
そ
し

て
日
々
の
海
の
観
察
を
通
じ
て
気
づ
い
た
こ
と

を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
海
の
保
全
に
役
立
て
て

い
け
ば
よ
い
の
か
、
こ
れ
は
全
国
の
海
女
仲
間

た
ち
の
共
通
の
悩
み
だ
と
い
う
。

　
ま
た
近
年
は
海
洋
ゴ
ミ
の
問
題
に
関
心
が
集

ま
っ
て
い
る
が
、
海
洋
ゴ
ミ
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
だ
け
で
は
な
く
、
網
や
浮
き

輪
な
ど
の
漁
具
も
国
内
外
の
地
域

か
ら
多
く
漂
流
し
て
お
り
、
輪
島

の
沿
岸
や
海
底
に
も
留
ま
り
、
漁

を
妨
げ
る
こ
と
も
。
海
女
た
ち
は

海
中
の
ゴ
ミ
の
一
部
の
撤
去
、
回

収
作
業
に
も
協
力
し
て
い
る
が
、

回
収
し
た
も
の
を
処
理
す
る
こ
と

も
ま
た
地
元
の
漁
師
や
行
政
の
経

済
的
負
担
に
な
っ
て
し
ま
い
、
海

を
キ
レ
イ
に
戻
し
た
く
て
も
限
界

が
あ
る
。
海
の
問
題
の
解
決
に
は

経
済
的
活
動
と
し
て
行
わ
な
い
と

持
続
で
き
な
い
た
め
、
海
外
で
は

す
で
に
動
き
出
し
て
い
る
海
洋
ゴ

ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
と
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
日
本
の
企
業
で
も
導

入
し
、
輪
島
の
よ
う
な
漁
村
の
漁

師
と
協
力
し
て
ほ
し
い
と
早
瀬
さ

ん
は
希
望
し
て
い
る
。

　
早
瀬
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
里
海

は
「
里
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
海

は
ま
る
で
親
で
あ
り
、
先
生
で
あ

り
、
共
に
生
き
る
た
め
の
事
を
た

く
さ
ん
教
わ
っ
た
恩
人
で
も
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
今
の
海
の
状
況
を

見
る
と
悲
し
く
な
り
、
元
の
海
に

戻
す
の
が
難
し
い
な
ら
、
少
し
で

も
改
善
す
る
た
め
に
、
そ
の
里
海

の
恩
恵
で
暮
ら
し
て
い
る
自
分
た

ち
が
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
、
そ
し
て
で
き
る

だ
け
多
く
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
合

い
、
自
分
た
ち
の
「
里
」
を
守
っ

て
い
き
た
い
と
志
し
て
い
る
。

そ



会
う
。
こ
の
旅
の
終
わ
り
に
シ
ア
ト
ル
に

あ
る
ユ
ニ
オ
ン
レ
イ
ク
で
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ

ク
で
浮
か
び
な
が
ら
摩
天
楼
や
湖
畔
か
ら

飛
び
出
す
水
上
飛
行
機
を
眺
め
て
い
た
。

そ
の
風
景
は
錦
江
湾
に
浮
か
び
見
る
故
郷

の
鹿
児
島
市
街
地
と
重
な
っ
て
見
え
た
。

　

こ
の
時
ま
で
雄
大
な
自
然
は
、
海
外
や
、

日
本
で
も
北
海
道
や
ア
ル
プ
ス
ぐ
ら
い
し

か
な
い
だ
ろ
う
と
漠
然
と
考
え
て
い
た
。

「
そ
う
い
え
ば
、
私
は
鹿
児
島
の
事
は
ど
れ

ぐ
ら
い
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
」
そ

ん
な
思
い
で
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
鹿
児

島
を
体
感
す
る
た
め
に
、
沖
縄
か
ら
鹿
児

島
市
ま
で
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
で
漕
い
で
み
た
。

サ
ン
ゴ
礁
に
囲
ま
れ
た
奄
美
諸
島
。
瀬
戸

内
の
海
。
黒
潮
が
洗
い
火
山
島
が
続
く
ト

カ
ラ
の
島
々
。
レ
イ
ン
フ
ォ
レ
ス
ト
の
屋

久
島
。
そ
し
て
内
湾
で
あ
り
中
央
部
に
噴

煙
を
上
げ
続
け
て
い
る
山
が
あ
る
鹿
児
島

湾
（
錦
江
湾
）。
そ
こ
に
は
想
像
を
は
る
か

に
し
の
ぐ
雄
大
な
自
然
が
あ
っ
た
。

も
っ
と
鹿
児
島
の
自
然
を

知
り
た
い

　

も
っ
と
鹿
児
島
の
自
然
を
知
り
た
く
な

り
、
今
度
は
鹿
児
島
本
土
側
の
海
岸
線
を

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
で
た
ど
る
旅
に
出
る
。
瀬

戸
内
で
あ
り
多
島
地
域
で
あ
る
不
知
火
海
。

約
40
㎞
の
砂
丘
が
続
く
吹
上
浜
。
リ
ア
ス

式
海
岸
の
薩
摩
半
島
南
西
部
。
断
崖
が
続

く
大
隅
半
島
と
驚
き
の
連
続
だ
っ
た
。
こ

ん
な
世
界
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
。

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
を
体
験
し
て
ほ
し
い
と
、

１
９
９
９
年
に
カ
ヤ
ッ
ク
ツ
ア
ー
サ
ー
ビ

ス
「
か
ご
し
ま
カ
ヤ
ッ
ク
ス
」
を
立
ち
上

げ
る
。

　

50
歳
を
超
え
て
ま
す
ま
す
冒
険
熱
は
高

ま
る
。
イ
ン
ド
洋
に
面
し
た
パ
ー
ス
か
ら

砂
漠
地
帯
を
抜
け
て
、
南
太
平
洋
に
面
し

た
シ
ド
ニ
ー
ま
で
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
自

転
車
横
断
達
成
。
10
代
の
時
に
雑
誌
で
見

た
ヨ
セ
ミ
テ
か
ら
Mt
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
ま
で

の
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
・
ト
レ
イ
ル
の
ス

ル
ー
ハ
イ
ク
（
全
工
程
を
一
気
に
歩
き
抜

 

　

高
校
生
の
頃
に
一
冊
の
本
を
手
に
し
た
。

植
村
直
己
著
「
青
春
を
山
に
賭
け
て
」
だ
。

こ
の
本
で
山
を
始
め
と
す
る
自
然
や
冒
険

の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
た
。
当
時
は
体
も

小
さ
く
ひ
弱
だ
っ
た
私
だ
っ
た
が
、
何
か

を
や
り
た
い
と
秘
め
る
も
の
は
あ
っ
た
。

周
り
の
同
級
生
た
ち
は
オ
ー
ト
バ
イ
を
乗

り
回
す
の
が
普
通
だ
っ
た
。
暴
走
族
も
昼

夜
問
わ
ず
に
爆
音
を
響
か
せ
て
い
た
。
で

も
何
か
が
違
う
。
ア
ル
バ
イ
ト
で
た
め
た

お
金
で
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
（
自
転
車
）
を

購
入
し
て
、
熊
本
経
由
で
福
岡
へ
走
る
。

そ
し
て
天
草
を
通
り
鹿
児
島
へ
帰
っ
て
き

た
。
と
て
も
辛
く
て
き
つ
か
っ
た
が
、
車

や
列
車
で
は
味
わ
え
な
い
達
成
感
で
満
た

さ
れ
た
。
自
分
に
で
き
る
冒
険
の
始
ま
り

だ
。
夏
休
み
に
は
京
都
ま
で
往
復
。
卒
業

後
に
は
西
日
本
一
周
を
行
う
。
会
社
員
に

な
る
が
も
っ
と
旅
を
し
た
い
衝
動
を
抑
え

ら
れ
ず
、
真
冬
を
含
む
半
年
の
北
海
道
サ

イ
ク
リ
ン
グ
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
と
広

が
っ
て
行
く
。

　

だ
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
サ
イ
ク
リ
ン
グ

は
、
気
持
ち
が
落
ち
込
ん
で
い
た
時
に
小

さ
な
ト
ラ
ブ
ル
が
重
な
り
、
そ
れ
を
理
由

に
途
中
で
断
念
し
た
。
帰
国
し
て
20
代
半

ば
に
な
り
、
そ
ろ
そ
ろ
潮
時
か
な
と
会
社

員
へ
と
戻
っ
て
行
く
。働
き
な
が
ら
も
悶
々

と
し
た
日
々
を
過
ご
す
う
ち
に
「
自
分
は

何
を
や
り
た
い
ん
だ
？
」
と
本
気
で
悩
む

よ
う
に
な
る
。
や
は
り
ド
キ
ド
キ
す
る
よ

う
な
自
然
の
中
で
旅
が
し
た
い
。
40
歳
を

機
に
会
社
を
辞
め
て
冒
険
の
世
界
へ
戻
る
。

も
う
一
度
、
冒
険
の
世
界
へ

　

そ
の
頃
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
と
出
会
う
。
前

後
の
ハ
ッ
チ
に
大
量
の
荷
物
を
載
せ
ら
れ

る
。
こ
れ
な
ら
今
ま
で
見
た
事
の
な
い
世

界
を
旅
す
る
事
が
で
き
る
。
そ
の
１
か
月

後
に
は
ア
ラ
ス
カ
の
ベ
ー
リ
ン
グ
海
に
浮

か
ん
で
い
た
。

　

漕
ぎ
な
が
ら
見
た
グ
リ
ズ
リ
ー
ベ
ア
、

ヘ
ラ
ジ
カ
、
ク
ジ
ラ
、
ア
ザ
ラ
シ
、
ハ
ク

ト
ウ
ワ
シ
。
エ
ス
キ
モ
ー
か
ら
も
ら
っ
た

サ
ー
モ
ン
や
ク
ジ
ラ
の
生
肉
。
流
氷
や
氷

河
。
夢
の
よ
う
な
世
界
だ
っ
た
。
ベ
ー
リ

ン
グ
海
峡
を
横
目
に
見
な
が
ら
、
北
極
海

へ
入
っ
た
と
こ
ろ
で
流
氷
に
行
く
手
を
阻

ま
れ
て
旅
を
終
わ
る
。

　

半
年
後
に
は
南
米
最
高
峰
の
ア
コ
ン
カ

グ
ア
登
山
へ
向
か
う
。
雪
と
岩
、
氷
河
、

砂
漠
地
帯
。
高
山
病
と
の
戦
い
。
チ
ー
ム

と
し
て
は
登
頂
で
き
た
が
、
私
は
高
山
病

と
吹
雪
で
登
頂
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
だ
が
他
の
チ
ー
ム
の
遭
難
者
を
見
な

が
ら
、
生
き
て
い
れ
ば
ま
た
チ
ャ
ン
ス
は

あ
る
と
、
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん

だ
。
そ
し
て
ま
た
半
年
後
は
ア
ラ
ス
カ
の

ジ
ュ
ノ
ー
か
ら
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー

ま
で
の
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
の
旅
を
成
功
さ
せ

た
。
こ
こ
で
も
シ
ャ
チ
や
ア
ザ
ラ
シ
、
グ

リ
ズ
リ
ー
ベ
ア
な
ど
の
生
き
物
や
、
フ
ィ

ヨ
ル
ド
と
共
に
生
活
し
て
い
る
人
々
と
出

171717

世界の自然を旅してきた冒険家の野元尚巳さんは、生まれ育った鹿児島県（南九州）の海を

カヤックで漕ぐたびに新しい発見があり驚かされるという。

その鹿児島の里海の魅力を伝えていただいた。

K
ag
oshim

a

野元尚巳 （自然体験サービス「かごしまカヤックス」代表）
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海水で削られたトンネルが空いて
いる（指宿市山川）

海中から突き出した岩の間を漕ぎ進む（南さつま市唐岬）

鹿児島の
海の魅力左上から オーストラリア自転車単独横断（2009）、

高校時代から日本各地を自転車で走る（1980）、ア

コンカグア 5,400m 到達（1999）、オーストラリア

自転車遠征（1981）、沖縄～鹿児島シーカヤック単

独遠征（2000 ～ 2001）、ベーリング海シーカヤッ

ク遠征（1998）　

鹿児島の海は、活火山桜島がそびえる内湾の錦江
湾や断崖が複雑な地形をつくる坊津・野間岬、日
本三大砂丘の吹上浜、黒潮が洗う佐多岬など様々
な海岸線をつくりだす。シーカヤックを漕ぎなが
ら素晴らしいこれらの景観を楽しんでもらいたい。



こ
れ
ほ
ど
の
豊
か
な
自
然
が
、
県
庁
所
在

地
で
あ
る
鹿
児
島
市
で
あ
る
こ
と
に
改
め

て
驚
か
さ
れ
る
。

自
分
の
冒
険
を
　

自
分
の
考
え
を

　

も
と
も
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
登
山
が
大

好
き
で
行
動
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
基

本
、
誰
か
が
作
っ
た
道
を
行
く
こ
と
に
な

る
。
自
転
車
は
舗
装
路
で
あ
り
、
未
舗
装

路
で
も
走
る
の
は
や
は
り
道
路
で
あ
る
。

登
山
も
雪
山
以
外
は
簡
易
さ
と
生
態
系
保

護
の
為
に
、
登
山
道
を
歩
く
。
だ
が
、
シ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
に
は
道
が
な
い
。
目
の
前
に
水

面
が
広
が
る
だ
け
だ
。
そ
こ
を
自
分
の
判

断
で
漕
ぎ
目
的
地
へ
進
む
。
自
分
が
通
っ

た
後
に
道
が
で
き
る
の
だ
。
前
後
に
あ
る

ハ
ッ
チ
に
、
テ
ン
ト
や
食
料
な
ど
の
野
営

用
具
を
積
み
込
め
ば
、
ど
こ
に
で
も
行
け

る
。
自
由
さ
が
自
転
車
や
登
山
よ
り
も
は

る
か
に
多
い
。
だ
が
、
そ
の
自
由
度
は
漕

ぐ
人
の
能
力
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
つ

ま
り
実
力
が
あ
れ
ば
自
由
は
増
え
る
が
、

無
け
れ
ば
制
限
さ
れ
る
。
そ
こ
が
た
ま
ら

な
い
魅
力
だ
。

　

私
は
カ
ヤ
ッ
ク
ガ
イ
ド
と
し
て
21
年
目

に
な
る
が
、
安
全
面
や
環
境
等
に
配
慮
す

る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
わ
ざ
わ
ざ

「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
や
「
S
D
G
ｓ
」
を
表
示

し
な
い
の
は
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ツ
ア
ー
を
行

う
人
に
と
っ
て
当
然
の
事
だ
と
考
え
て
い

る
か
ら
だ
。
ど
の
ツ
ア
ー
も
跡
を
残
さ
な

い
の
は
当
た
り
前
で
、
可
能
な
限
り
他
の

ゴ
ミ
も
拾
っ
て
持
ち
帰
る
。
や
れ
ば
や
る

だ
け
環
境
を
良
く
す
る
ツ
ア
ー
を
心
が
け

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
参
加
者
に
は
強
制
し

な
い
。
ま
た
常
に
心
掛
け
て
い
る
の
が「
参

加
者
の
冒
険
心
、
探
求
心
を
く
す
ぐ
ろ
う
」

だ
。
私
自
身
が
冒
険
を
テ
ー
マ
に
生
き
て

き
た
。
誰
の
心
に
も
冒
険
心
や
探
求
心
が

あ
る
と
思
う
。
冒
険
心
は
今
ま
で
や
っ
て

い
な
い
事
や
自
分
の
可
能
性
に
気
付
き
た

い
、
追
求
し
た
い
と
い
う
事
だ
と
思
う
。

桜
島
の
地
形
や
噴
火
の
歴
史
、
人
と
の
か

か
わ
り
や
生
態
系
の
事
な
ど
を
、
実
際
に

海
に
浮
か
び
な
が
ら
聞
い
て
も
ら
え
る
こ

と
で
、
知
的
好
奇
心
も
満
足
し
て
も
ら
え

た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

　

ガ
イ
ド
や
講
演
等
で
必
ず
付
け
加
え
て

い
る
言
葉
が
あ
る
。「
私
の
話
や
経
験
談
は
、

あ
く
ま
で
も
私
が
体
験
し
た
事
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
が
帰
宅
さ
れ
て
か
ら

別
の
考
え
な
ど
も
調
べ
て
、
自
分
で
体
験

し
て
み
て
、
自
分
の
考
え
を
持
つ
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。」

け
る
事
）。
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
を
作
り

上
げ
た
コ
ロ
ラ
ド
リ
バ
ー
を
カ
ヤ
ッ
ク
で

２
週
間
か
け
て
、
セ
ル
フ
ス
タ
イ
ル
（
サ

ポ
ー
ト
な
し
）
で
漕
ぎ
抜
け
た
。

　

先
に
も
書
い
た
が
、
鹿
児
島
県
（
南
九

州
）
の
海
の
魅
力
は
流
氷
の
海
以
外
の
ほ

ぼ
全
て
が
含
ま
れ
て
い
る
事
だ
ろ
う
。
さ

す
が
に
、
流
氷
は
北
海
道
に
行
か
ね
ば
見

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
例
え
ば
鹿
児
島
湾

（
錦
江
湾
）
は
東
京
湾
と
ほ
ぼ
同
じ
広
さ
で

あ
り
、
南
の
方
へ
解
放
さ
れ
て
い
る
の
も

同
じ
だ
。
だ
が
深
さ
や
桜
島
と
い
う
火
山

が
あ
る
。
桜
島
は
子
供
の
こ
ろ
か
ら
見
慣

れ
て
お
り
、
親
せ
き
が
い
る
の
で
物
心
つ

い
た
時
か
ら
何
度
も
フ
ェ
リ
ー
で
渡
っ
て

い
る
。
ま
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
も
数
百
回

も
外
周
道
路
を
走
っ
て
い
る
し
、
徒
歩
で

も
十
数
回
は
周
回
し
て

い
る
。
自
分
の
中
で
は

知
り
尽
く
し
た
つ
も
り

に
な
っ
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
で

沿
岸
を
漕
ぐ
と
、
知
ら

な
い
世
界
が
飛
び
込
ん

で
き
た
の
だ
。

　

噴
煙
活
動
を
続
け
る

山
を
海
か
ら
見
る
だ
け

で
迫
力
満
点
だ
。
沿
岸

は
大
正
時
代
や
安
永
時

代
な
ど
に
流
れ
て
き
た

溶
岩
で
囲
ま
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
は
様
々
な

入
り
江
を
作
り
出
す
。
そ
し
て
い
く
つ
か

の
入
り
江
で
は
海
中
か
ら
温
泉
が
湧
き
だ

し
て
い
る
。
数
か
所
の
浜
で
は
、
掘
る
だ

け
で
温
泉
が
湧
き
出
て
く
る
の
で
、
自
分

で
温
泉
掘
り
が
楽
し
め
る
。
陸
上
を
見
る

と
年
代
ご
と
に
植
生
が
違
い
、
深
緑
か
黄

緑
色
か
で
わ
か
る
の
で
、
そ
こ
に
流
れ
た

溶
岩
の
大
体
の
時
代
が
判
別
で
き
る
。
火

山
成
分
に
鉄
分
が
多
く
含
ま
れ
る
の
で
、

海
藻
も
よ
く
育
つ
。
春
に
は
岩
場
は
一
面

に
ヒ
ジ
キ
が
密
集
し
、
カ
ヤ
ッ
ク
で
漕
ぐ

の
が
困
難
に
な
る
ぐ
ら
い
だ
。
海
藻
を
押

し
分
け
て
み
る
と
、
様
々
な
魚
達
が
見
ら

れ
る
。
深
海
か
ら
浅
い
場
所
ま
で
多
様
な

の
で
、
生
物
の
種
類
が
多
い
の
も
魅
力
だ
。

そ
れ
ら
の
魚
貝
や
甲
殻
類
を
狙
い
ミ
サ
ゴ

や
サ
ギ
の
類
な
ど
の
鳥
類
も
よ
く
見
ら
れ

る
。季
節
に
よ
っ

て
は
ハ
ヤ
ブ
サ

が
鳥
の
群
れ
を

追
い
か
け
て
い

る
場
面
に
も
遭

遇
す
る
。
ま
た

イ
ル
カ
も
多
く

定
住
し
て
お
り
、

特
定
の
入
り
江

や
防
波
堤
な
ど

の
地
形
を
利
用

し
て
魚
を
追
い

込
ん
で
い
る
場

面
に
も
遭
遇
で

き
る
。
ま
さ
か

ま
さ
か
こ
れ
ほ
ど
の
豊
か
な
自
然
が

鹿
児
島
に
あ
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。

多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
。
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硫黄島は透明度の高い黒潮に様々な火山成分が流れ込み、幾つもの色の海
に彩られる

薩摩半島と屋久島の間、周囲 14.5 ㎞
の硫黄島には、標高 703 ｍの活火山
硫黄岳がそびえ、常に噴煙を上げてい
る。シーカヤックなら赤色、茶色、黄色、
そして黄緑色など様々な色の海に浮か
ぶことができる。

１ 噴煙を上げる桜島を近くに感じながらシーカヤックを楽しむ
２ 高さ 15m ほどの溶岩の渓谷が続いている（桜島）
３ 砂浜を掘ると温泉が湧きだしている（桜島）
４ 「かごしまカヤックス」主催で、クリスマスに予定のない男女を集めてビーチクリーン。
　 座右の銘は「楽しく愛をもって自然保護」
５ 毎年 10 月に「かごしま環境未来館」との合同で行なっているビーチクリーン
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―
３
歳
の
と
き
か
ら
水
辺
調
査
を
開
始
さ

れ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

清
野　

小
学
３
年
生
の
と
き
に
逗
子
に

引
っ
越
し
て
、
そ
れ
か
ら
頻ひ

ん

繁ぱ
ん

に
、
絵
描

き
の
父
に
連
れ
ら
れ
て
海
岸
で
過
ご
し
ま

し
た
。
父
が
絵
を
描
い
て
い
る
あ
い
だ
何

も
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
貝
や
石
を
一

生
懸
命
集
め
ま
し
た
。
今
よ
り
も
っ
と
た

く
さ
ん
の
種
類
の
貝
が
い
た
時
代
で
、
そ

の
多
様
な
面
白
さ
に
は
ま
っ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
図
鑑
を
買
っ
て
も
ら
い
、

絵
合
わ
せ
で
名
前
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ

た
。
す
る
と
大
人
た
ち
が
こ
ん
な
の
好
き

で
し
ょ
う
、
と
貝
殻
の
つ
い
た
ハ
ン
ド
バ
ッ

ク
な
ん
か
を
く
れ
た
り
し
て
、
そ
の
貝
は

何
だ
ろ
う
と
調
べ
た
り
す
る
う
ち
に
、
自

然
に
知
識
が
つ
い
て
い
き
ま
し
た
。

　

高
校
時
代
は
、
自
己
責
任
で
好
き
な
こ

と
に
打
ち
込
め
る
自
由
度
の
高
い
学
校

だ
っ
た
の
で
、
天
気
が
良
い
と
平
日
の
昼

間
か
ら
人
け
の
な
い
三
浦
半
島
の
海
岸
を

歩
い
て
、
そ
の
気
持
ち
よ
さ
に
は
ま
り
ま

し
た
。
は
ま
り
す
ぎ
て
浪
人
し
て
し
ま
う

こ
と
に
な
る
の
で
す
が
（
笑
）。

学
１
年
生
の
と
き
に
は
、「
逗
子
に

住
ん
で
い
る
ん
だ
よ
ね
。
そ
し
た
ら

漂
着
ク
ラ
ゲ
を
拾
っ
て
き
て
く
れ
る
？
」

と
か
先
生
に
お
願
い
さ
れ
て
、
今
日
は
授

業
が
あ
る
の
に
な
あ
、
と
思
い
な
が
ら
海

辺
の
漂
着
物
を
拾
い
歩
く
生
活
を
し
て
い

ま
し
た
（
笑
）。
そ
の
先
生
が
東
京
大
学
教

養
学
部
地
学
教
室
に
い
ら
し
た
濱
田
隆
士

先
生
で
、
N
H
K
特
集
「
地
球
大
紀
行
」

の
諮
問
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
た
頃

で
、
先
生
は
私
に
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー

（
＊
）
の
面
白
さ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
と
く
に
三
宅
島
の
噴
火
後
の
生
態
系

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
、
地
表
の
も
の
が
一
掃

さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
所
に
新
た
に
生
物
が

入
っ
て
く
る
と
い
う
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

島
嶼
の
自
然
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
一
方

で
、
水
俣
病
調
査
の
関
連
で
御
所
浦
島
の

食
生
活
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
も
ら
い
漁
村
の
生
活
へ
の
興
味
が
出

て
き
た
。「
主
食
は
ご
飯
」
と
東
京
の
人
は

決
め
つ
け
て
い
る
け
れ
ど
も
、
九
州
の
漁

村
で
は
、
魚
と
貝
が
主
食
だ
っ
た
。
自
然

が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
と
こ
ろ
に
あ
る
「
暮

ら
し
」
と
い
う
も
の
を
リ
ア
ル
に
感
じ
て
、

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
人
と
の
関
係

は
な
ん
て
興
味
深
い
の
だ
ろ
う
と
。

し
て
私
が
今
、
土
木
分
野
で
研
究
を

続
け
て
い
る
の
は
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を
研

究
す
る
な
か
で
出
会
っ
た
、
埋
め
立
て
や

河
川
改
修
の
問
題
が
根
底
に
あ
る
か
ら
で

す
。
希
少
生
物
の
保
護
運
動
の
本
質
的
な

障
壁
は
、
純
粋
な
自
然
科
学
的
問
題
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。
研
究
者
の
提
案
が
社
会
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
法
制
度

と
社
会
状
況
に
強
く
依
存
す
る
と
い
う
事

実
を
体
験
し
た
こ
と
で
、
我
々
研
究
者
の

責
務
や
可
能
性
、
役
割
の
改
善
策
を
ず
っ

と
考
え
て
き
ま
し
た
。

―
清
野
さ
ん
は
全
国
各
地
の
里
海
の
保
全

活
動
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も

2
0
1
7
年
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
沖
ノ
島
を
含
む
福
岡
の
宗
像
に
も
深

く
関
与
さ
れ
て
い
ま
す
。「
人
と
海
と
の
関

わ
り
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
世
界
の
海
洋

環
境
保
全
に
と
っ
て
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
与

え
て
く
れ
る
」
と
ご
発
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

清
野　
世
界
遺
産
登
録
に
あ
た
っ
て
、
ユ

ネ
ス
コ
の
諮
問
機
関
で
あ
る
国
際
記
念
物

遺
跡
会
議
（
イ
コ
モ

ス
）
は
、
人
の
立
ち

入
り
を
禁
止
し
て

い
る
沖
ノ
島
と
3

つ
の
岩
礁
以
外
は
「
世
界
的
な
価
値
は
認

め
ら
れ
な
い
」
と
し
て
除
外
を
勧
告
し
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
に
地
元
の
昔
か
ら
活
動

し
て
き
た
人
が
激
し
く
反
発
し
た
の
で
す
。

「
人
が
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
に
価
値
が
あ
る

の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
が
主
張
し
た
い

の
は
海
と
人
と
の
関
わ
り
な
ん
だ
」
と
。

像
は
2
0
0
人
ほ
ど
の
漁
師
を
抱
え

た
福
岡
で
は
最
大
の
漁
村
で
す
が
、

い
よ
い
よ
魚
が
獲
れ
な
く
な
っ
た
と
き
に

サ
イ
エ
ン
ス
ベ
ー
ス
に
移
行
し
よ
う
と
い

う
判
断
が
速
く
て
、
組
織
的
で
し
た
。
研

究
者
が
こ
の
ま
ま
で
は
水
産
生
物
が
絶
滅

し
て
し
ま
う
と
い
う
デ
ー
タ
を
出
し
て
も
、

自
己
抑
制
す
れ
ば
持
続
的
に
魚
を
管
理
で

き
る
と
集
団
で
思
え
な
け
れ
ば
人
は
刹
那

的
に
乱
獲
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。
実
は
持

続
的
に
や
っ
て
い
け
る
と
思
え
る
か
ど
う

か
は
、
歴
史
的
な
こ
と
や
文
化
的
な
こ
と

が
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
あ
る
か
ど
う
か
で
変

わ
っ
て
く
る
。
宗
像
は
サ
イ
エ
ン
ス
の
デ
ー

タ
を
柔
軟
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た

漁
村
で
す
が
、
必
ず
し
も
サ
イ
エ
ン
ス
だ

け
じ
ゃ
な
い
。
そ
の
地
域
の
心
意
気
と
か

誇
り
だ
と
か
、
神
事
の
な
か
に
込
め
ら
れ

た
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が

あ
っ
た
か
ら
、
苦
し
い
と
き
で
も
自
己
抑

制
と
い
う
合
意
が
で
き
た
。

　

ど
ん
な
に
小
さ
く
て
も
開
発
さ
れ
な
い

と
い
う
場
所
は
、
古
く
か
ら
守
れ
と
言
い

続
け
ら
れ
て
お
り
、
自
分
た
ち
が
守
ら
な

か
っ
た
ら
他
の
人
が
困
る
と
い
う
意
識
が

強
い
。
文
化
の
話
は
、
自
然
保
護
の
話
を

す
る
と
き
に
も
っ
と
強
調
さ
れ
て
い
い
と

思
い
ま
す
。

―
2
0
1
1
年
3
月
に
東
日
本
大
震
災
が

お
き
て
、
広
い
範
囲
に
津
波
の
甚
大
な
被

害
が
及
び
ま
し
た
。
安
全
を
確
保
す
る
た

め
大
規
模
な
防
潮
堤
が
計
画
さ
れ
、
建
設

が
進
め
ら
れ
て
い
く
一
方
で
、
海
の
見
え

る
暮
ら
し
、
環
境
や
漁
業
へ
の
影
響
を
心

配
す
る
地
域
の
人
た
ち
の
声
も
各
地
で
聞

か
れ
ま
し
た
。

清
野
さ
ん
は
こ
の
防
潮
堤
を
め
ぐ
る
問
題

の
た
め
に
震
災
後
、
現
場
に
足
を
運
び
、

地
域
の
人
た
ち
と
語
り
合
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
10
年
を
振
り
返
っ
て
、
い
ま
、
ど
の

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
？ 

清
野　
今
、
三
陸
の
防
潮
堤
は
最
善
の
も

の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
反
省
が
語
ら
れ

て
い
ま
す
。
現
場
で
話
し
合
え
ば
も
っ
と

よ
い
合
意
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

…
…
。　

結
局
、
海
岸
線
は
こ
こ
に
し
な

さ
い
と
か
、
農
地
が
堤
防
よ
り
前
面
に
出

ち
ゃ
だ
め
だ
と
か
、
制
度
上
の
こ
と
で
現

場
に
あ
っ
た
ア
イ
デ
ア
が
ど
ん
ど
ん
つ
ぶ

れ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
教
訓
と
し

沿
岸
地
域
は
、
か
な
り
面
白
い
場
所
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
、

Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
再
生
し
て
い
く
と
い
う
話
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
清
野

宗像の漁具は、国指定有形民俗文化財「玄界灘の漁撈用具及び船大
工用具」に指定されている。子どもたちは、豊かな海と森の文化を
学んで育つ

現場主義の研究者　
清野聡子さん（九州大学大学院 工学研究院准教授）に聞く

多世代参加の里海づくり
「生態系保全では、逆説的なようですが生物そのものの研究よりも、
人間社会をどうするかが最大の解決の道です」と語る清野聡子さんは、

フィールドワークを中心に、海岸・河川・沿岸の生態工学の研究を行っておられます。
現場主義がモットーの清野先生に「里海の今」についてお聞きしました。

聞き手　渡辺綱男（本誌編集人、自然環境研究センター上級研究員）

大

そ

宗

＊自然界に存在する（あるいはかつて存在した）動物，植物，化石，岩石，鉱物また広くは天体，気象，地理などを総合的に研究する自然科学の一分野

福岡県宗像市で毎年 10 月 1日に開催される「みあれ祭（海上
神幸）」の様子。自然を畏怖し、海を護る教えが、今も宗像の
漁師の間に生きている。（写真提供・毎日新聞社）

20P 貝殻の出典：ブログあうるの森／一色海岸・森戸海岸（三浦半島・葉山町）

フィールドの清野氏。モノクロの写真は 3 歳の頃、江ノ島の海岸にて。手には採集袋と
標本。子どもの頃の楽しいは一生の宝物
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■
自
主
的
な
事
業

❶
未
来
の
た
め
の
森
づ
く
り

	

都
市
近
郊
の
緑
地
を
活
動
対
象
と
し
て
選

び
、
自
然
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
で
き
る
森

づ
く
り
を
目
指
し
た
活
動
に
長
期
的
な
視

点
で
助
成
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
第
４
期

の
活
動
が
進
行
中
で
す
。
ま
た
、
第
５
期

の
助
成
先
を
募
集
し
、
２
０
２
０
年
５
月

21
日
（
木
）
に
締
め
切
り
ま
し
た
。

❷
緑
の
た
め
の
支
援
事
業

	

よ
り
多
く
の
人
々
に
Ｆ
Ｇ
Ｆ
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
写
真
展
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し

て
き
ま
し
た
。「
自
然
観
察
路
コ
ン
ク
ー
ル
」

は
１
９
８
４
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
事
業

❸
緑
と
ふ
れ
あ
い
の
活
動
助
成

❹
緑
の
保
全
と
活
用
の
研
究
助
成

	

１
年
間
、
も
し
く
は
２
年
間
の
身
近
な
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動
や
自
然
環
境
保
全

の
た
め
の
調
査
研
究
に
対
す
る
助
成
で
す
。

毎
年
８
件
前
後
の
助
成
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

２
０
２
０
年
度
、
公
益
信
託
富
士
フ
イ
ル

ム
・
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
（
以
下
、「
Ｆ
Ｇ
Ｆ
」

と
す
る
）
は
、
次
の
４
つ
の
事
業
を
展
開
い

た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
自
然
環
境
の
保
全
に
役
立
つ

幅
広
い
事
業
を
各
方
面
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。
一
層
の

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

樹木調査

山引き苗（＊）の掘り取り

■  助成事業

❸ 緑とふれあいの活動助成
❹ 緑の保全と活用の研究助成

　
２
０
２
０
年
度
は
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
の

４
カ
年
計
画
で
森
づ
く
り
を
開
始
し
た
エ
ゾ
リ

ス
の
会
（
北
海
道
帯
広
市
）
の
最
終
年
の
活
動

に
助
成
し
ま
し
た
。

　
エ
ゾ
リ
ス
の
会
の
報
告
に
よ
る
と
、
今
年
度

は
、
外
来
種
駆
除
の
た
め
の
表
土
剥
ぎ
取
り
試

験
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
と
、
昨
年
度
に
播

種
し
、
ポ
ッ
ト
上
げ
し
た
実
生
苗
の
定
植
及
び
山
引
き
苗
の
移
植
を
行

い
ま
し
た
。
自
然
林
再
生
エ
リ
ア
に
お
け
る
活
動
は
、
エ
リ
ア
内
の
セ

ン
サ
ス
ラ
イ
ン
を
用
い
て
林
床
指
標
種
40
種
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
エ
リ
ア
内
で
実
施
し
た
外
来
種
の
チ
ョ
ウ
セ
ン
ゴ
ヨ
ウ
の
巻

枯
ら
し
（
樹
皮
を
は
ぐ
な
ど
し
、
立
木
を
枯
ら
す
間
伐
作
業
）、
お
よ

び
区
域
内
の
樹
木
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
調
査
に
よ
り
、
巻
枯
ら

し
で
勢
力
が
衰
え
た
チ
ョ
ウ
セ
ン
ゴ
ヨ
ウ
と
の
競
合
が
な
く
な
り
、
在

来
種
等
が
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
い
く
か
の
経
年
変
化
を
評
価
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
本
年
度
で
助
成
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
本
事
業
の
成
果
と
助

成
事
業
後
の
展
開
に
つ
い
て
の
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
に
エ

ゾ
リ
ス
の
会
の
活
動
や
Ｆ
Ｇ
Ｆ
助
成
事
業
等
が
周
知
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
37
回
を
迎
え
た
２
０
２
０
年
度
の
Ｆ
Ｇ
Ｆ
助
成

は
、
３
月
か
ら
公
募
を
開
始
し
、
５
月
7
日
（
木
）

に
募
集
を
締
め
切
り
ま
し
た
。
応
募
件
数
は
、
活
動

助
成
に
32
件
、
研
究
助
成
に
42
件
、
合
計
74
件
と
な

り
ま
し
た
。

　
運
営
委
員
会
で
の
審
査
の
結
果
、
本
年
度
は
活
動

助
成
４
件
、
研
究
助
成
４
件
の
計
8
件
が
助
成
対
象

に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
助
成
に
選
ば
れ
た
方
々
、
惜
し
く
も
選
ば

れ
な
か
っ
た
方
々
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
度
も
自
然
環
境
の
保
全
の

た
め
に
活
躍
し
て
い
る
多
く
の
方
々
か
ら
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■  自主的な事業

❶ 未来のための森づくり
第４期 エゾリスの会による「帯広の森  里山づくり」

●活動助成応募内訳

森林を場とした活動 .......................................

里山を場とした活動 .......................................

田畑・農村環境を場とした活動 ..................

河川・海域・池・湖沼を場とした活動 ......

その他 ................................................................

●研究助成応募内訳
動植物（地域生態系）の基礎的な調査・研究 ..

緑地の効用・保全に関する研究 ................

その他 ..............................................................

	

29件

9件

4件

	

		11件

7件

2件

7件	

5件

＊種子の採取や入手が難しい場合、林内に生育している稚樹を山から引いてきて苗木として利用する

て
現
場
を
み
て
合
意
点
を
話
し
合
う
こ
と

が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
短
期
間
で

計
画
を
つ
く
っ
て
動
か
さ
な
い
と
い
け
な

い
と
い
う
な
か
で
、
い
か
に
多
世
代
の
人

が
対
等
に
発
言
で
き
て
、
考
え
は
そ
れ
ぞ

れ
違
う
け
れ
ど
、
み
ん
な
が
受
け
入
れ
ら

れ
る
よ
う
な
案
に
た
ど
り
着
い
て
い
く
と

い
う
形
で
参
加
の
プ
ロ
セ
ス
が
変
わ
っ
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
渚
で
遊
ん
で
い
て
、

裏
山
に
か
け
っ
こ
し
て
の
ぼ
る
道
が
あ
る

な
ど
後
背
地
の
イ
メ
ー
ジ
ま
で
あ
る
地
域

で
は
、
空
間
感
覚
が
体
で
わ
か
っ
て
い
る

の
で
合
意
の
質
が
高
い
と
い
う
事
実
も
あ

り
ま
し
た
。
三
陸
の
あ
り
得
た
未
来
を
こ

れ
か
ら
も
考
え
、
次
の
世
代
に
つ
な
い
で

い
く
た
め
に
も
振
り
返
ら
な
い
と
い
け
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
長
崎
の
対
馬
を
取
り
巻
く
里
海
は
、

豊
か
な
漁
業
資
源
を
支
え
て
い
ま
す
。
そ

の
里
海
の
保
全
と
持
続
可
能
な
漁
業
の
営

み
を
両
立
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
た

海
洋
保
護
区
の
取
り
組
み
に
も
清
野
さ
ん

は
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

清
野　
日
本
で
「
海
洋
保
護
区
」
と
い
う

言
葉
が
登
場
し
た
の
は
、
最
近
の
こ
と
で

す
。
そ
れ
ま
で
も
海
外
の
事
例
な
ど
で
学
会

な
ど
で
は
話
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
役

所
の
文
書
に
登
場
し
た
の
は
2
0
0
８
年

の
海
洋
基
本
計
画
で
す
。
対
馬
の
保
護
区
の

特
色
は
、
漁
業
と
の
関
係
を
正
面
か
ら
議
論

し
て
い
る
点
で
す
。
海
の
生
態
系
や
環
境

を
守
る
こ
と
が
、
末
永
く
続
け
ら
れ
る
漁
業

や
、
海
の
恵
を
受
け
続
け
る
暮
ら
し
と
い
う

持
続
可
能
な
利
用
に
も
つ
な
が
る
、
と
。
対

馬
で
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
共
有
す
る

た
め
に
、
委
員
の
ほ
と
ん
ど
が
漁
業
者
と
い

う「
対
馬
市
海
洋
保
護
区
設
定
推
進
協
議
会
」

が
2
0
1
0
年
に
結
成
さ
れ
、
話
し
合
い
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

話
し
合
い
の
な
か
で
と
く
に
重
要
な
の

は
、
多
世
代
参
加
で
す
。
年
齢
層
が
高
い

会
議
で
す
と
「
昔
は
よ
か
っ
た
。
今
は
ダ

メ
だ
ね
」
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
小
学
生
が
参
加
す
る
と
だ

ん
ぜ
ん
違
っ
て
き
ま
す
。
利
害
が
な
い
の

で
、
大
人
が
絶
望
し
て
い
る
理
由
や
そ
の

絶
望
を
克
服
す
る
た
め
に
ど
れ
く
ら
い
努

力
し
て
き
た
の
か
、
な
ど
と
聞
い
て
き
ま

す
し
（
笑
）。
地
元
の
い
ろ
ん
な
人
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
、
半
農
半
漁
と
か
、
い

く
つ
か
の
仕
事
を
や
ら
な
い
と
こ
の
環
境

で
は
な
り
た
た
な
い
と
い
う
提
言
書
を
会

議
の
な
か
で
読
み
上
げ
た
り
し
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
大

人
が
思
い
出
す
わ
け
で
す
。
子
ど
も
が
こ

れ
か
ら
ど
う
し
た
い
か
と
い
う
の
を
真
剣

に
考
え
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
が
協

力
し
、
真
剣
に
議
論
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

―
―
最
後
に
里
海
の
今
後
に
む
け
て
の
お

話
を
い
た
だ
け
ま
す
か
。

清
野　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
考
え
る
な
か

で
、
ど
れ
く
ら
い
の
ス
ケ
ー
ル
の
自
然
に

ど
の
程
度
の
人
口
が
生
活
で
き
る
か
と
い

う
話
が
リ
ア
ル
に
な
っ
た
気
が
し
て
い
ま

す
。
と
く
に
海
辺
に
関
し
て
は
か
な
り
面

白
い
場
所
な
の
で
、
沿
岸
地
域
が
U
タ
ー

ン
や
I
タ
ー
ン
で
再
生
し
て
い
く
と
い
う

話
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
合

意
形
成
の
話
し
合
い
が
大
事
で
、
み
ん
な

で
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
機
運
が
あ
る

場
所
は
、
そ
こ
に
住
み
続
け
る
良
い
循
環

が
で
て
く
る
は
ず
で
す
。
や
は
り
開
か
れ

た
議
論
や
多
世
代
参
加
と
い
う
の
は
、
こ

れ
か
ら
社
会
が
か
わ
っ
て
い
く
な
か
で
大

事
な
こ
と
か
と
。

山
里
海
に
だ
ん
だ
ん
関
心
が
高
ま
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

や
土
地
利
用
、
あ
る
い
は
暮
ら
し
方
を
実

務
的
に
落
と
し
込
ん
で
い
く
作
業
が
で
き

る
と
と
て
も
い
い
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
に
は
、
自
然
再
生
や
環
境
保
全
な
ど
、

今
ま
で
が
ん
ば
っ
て
き
た
レ
ガ
シ
ー
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
を
こ
れ
か
ら
の
日
本
全
体

に
広
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
か
な
と
思
い

ま
す
。

―
―
今
日
は
現
場
の
貴
重
な
お
話
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

長崎県対馬の中央に広がる浅茅湾（あそうわん）の新緑（撮影：三原立也）

三
陸
の
あ
り
得
た
未
来
を
こ
れ
か
ら
も
考
え
、
次
の
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
も

振
り
返
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
清
野

周囲を海に囲まれた長崎県対馬は貴重な水産
資源の宝庫。写真は水揚げされたマサバ

（撮影：森久拓也）

里

FGF 通信



 第 37 回 わたしの自然観察路コンクール　入賞作品一覧

自然満喫ツアーへようこそ
後藤 小華さん・計 8 名（北海道標茶高等学校３年）北海道

　

２
０
２
０
年
度
も
全
国
の
小
・
中
・
高
校
生
を
対
象
に
、
身
近
な

自
然
観
察
路
を
絵
地
図
と
解
説
文
で
紹
介
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
自
然
に
関
す
る
意
識
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
２
０
１
８
年
度
に

小
学
生
の
部
で
環
境
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
「
お
い
し
い
ざ
っ
そ
う	

み
ー
つ
け
た
マ
ッ
プ
」
の
稲
垣
典
寛
さ
ん
へ
の
ラ
ジ
オ
や
新
聞
か
ら

の
取
材
の
申
し
出
が
あ
り
、
マ
ッ
プ
づ
く
り
の
き
っ
か
け
や
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
い
っ
そ
う
身
近
な
自
然
と

楽
し
く
触
れ
あ
い
た
い
と
い
う
機

運
を
感
じ
る
年
に
な
り
ま
し
た
。

　
第
37
回
に
な
る
２
０
２
０
年
度

は
、
4
部
門
で
合
計
２
３
９
件
の

応
募
が
あ
り
、
環
境
大
臣
賞
の
３

件
を
含
め
、
計
24
件
の
優
秀
作
品

を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
環
境
大
臣
賞
を
受
賞

し
た
中
学
生
の
部
、
高
校
生
の
部
、

団
体
の
部
の
３
作
品
（
絵
地
図
と

作
文
の
一
部
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

賞 作品タイトル 氏　 名 学　校　名 学 年 都道府県

 小学生の部　7 作品
優 秀 賞 　都会の虫探しが楽しくなる昆虫ツアーＭＡＰ 加藤 篤宏 世田谷区立城山小学校 4 年 東京都
優 秀 賞 　ぼくの大好きなさん歩道　すごろくマップ 稲垣 典寛 　光輝学園つくば市立松代小学校 3 年 茨城県
優 秀 賞 　しん・はっ見　生きもののうた　多まのみち 佐伯 茉優歩 　多摩市立諏訪小学校 2 年 東京都
入　選 　おじいちゃんとぼくの探検マップ 五十嵐 陽向 　つくば市立柳橋小学校 6 年 茨城県

入　選 アムステルダムに自ぜんいっぱい 庄田 航一朗 　Amsterdam International 
Community School 2 年 （オランダ）

入　選 　三田川いきものさがしマップ 廣岡 拓磨 　滋賀大学教育学部附属小学校 1 年 滋賀県
入　選 　京と山しなのネイチャーウォッチング MAP 稲波 紘太 　京都市立音羽小学校 3 年 京都府

  中学生の部　9 作品
環境大臣賞 　明石公園観察路 木暮 公洋 　淳心学院中学校 1 年 兵庫県

優 秀 賞 　鎌原さんぽ道　～嬬恋郷土資料館周辺の自然 下谷 琉楓 　群馬県立中央中等教育学校 3 年 群馬県
優 秀 賞 　きぬた公園　夏の五感を呼びさます 三宅 結菜 　明治大学付属中野八王子中学校 3 年 東京都
優 秀 賞 　八王子城と豊かな自然　～戦国時代の山城を歩む～ 丸山 慶和 　明治大学付属中野八王子中学校 2 年 東京都
入　選 　ジョギングコースで出会った生物たち 占部 暉人 　淳心学院中学校 1 年 兵庫県
入　選 　見沼代用水東緑の自然観察路 安藤 慶 　明治大学付属中野八王子中学校 2 年 埼玉県

入　選
　おばぁちゃんと一緒にあんしん・のんびり　

見沼田んぼ散歩コース
柴 彩乃 　山手学院中学校 2 年 神奈川県

入　選 　人と自然の今昔地図物語 佐々木 優真 　長久手市立南中学校 3 年 愛知県
入　選 　夏のさんぽ道　～水のみちをたどって～ 小島 万由子 　群馬県立中央中等教育学校 3 年 群馬県

  高校生の部　4 作品
環境大臣賞 　新緑の京都鴨川　出逢いと育みの路 吉岡 万愛 　同志社女子高等学校 3 年 京都府

優 秀 賞 　関東ふれあいの道　～太平山～ 今泉 くるみ 　栃木県立栃木農業高等学校 2 年 栃木県
入　選 　秋、出会いの散歩道　～東植田町の自然～ 森 杏華 　香川県立高松工芸高等学校 1 年 香川県
入　選 　緑を守る鳥川　～水がつないだ昔ながらのさんぽ道～ 西澤 結 　群馬県立中央中等教育学校 1 年 群馬県

  団体の部　4 作品
環境大臣賞 　自然満喫ツアーへようこそ 後藤 小華

計 8 名
　北海道標茶高等学校

　［地域環境系列環境ゼミガイド班］ 高 3 北海道

優 秀 賞 　ゲルＭＡＰ　－慶留間島観察路－ 赤嶺 文太
計 6 名

座間味村立慶留間小学校　
［ゲルマ昆虫観察団＃６］ 小 5,6 沖縄県

優 秀 賞 　今昔を結ぶアオの物語　
～1000 年をつなぐ里山を未来へ～

山田 善将
計 3 名

広島県立油木高等学校
　［やましおちっち（神ゼミ河川調査班）］ 高 2 広島県

入　選 　僕らの高安生物マップ 宮崎 稜也
計 4 名 清風高等学校　［清風高校生物部］ 高 2 兵庫県

明石公園観察路　
木暮 公洋さん（淳心学院中学校 1 年） 兵庫県

中校生の部

新緑の京都鴨川　出逢いと育みの路
吉岡 万愛さん（同志社女子高等学校 3 年） 京都府

高校生の部

団体の部

審査員の方々
左手前から赤松良伸氏（三井住友信託銀行 ㈱）、
星野俊彦氏（富士フイルムホールディングス 
㈱）、瀬尾隆史氏（( 公社 ) 日本環境教育フォー
ラム）、尾崎絵美氏（環境省）、執行昭彦氏（( 一
社 ) 日本空間デザイン協会）
＊小林光氏（公益信託富士フイルムグリーン
ファンド運営委員長）書面にて審査

　明石公園は、明石城跡を中心に大正時代に県によってつくられました。ぼくは、1才の頃
からこの明石公園を見てきたので、今回の自然観察路コンクールは明石公園について書くこと
にしました。明石駅から降りると、明石城跡が視界いっぱいに見えます。また、明石公園は
施設が充実していて、野球場や自転車競技場、テニスコートや陸上競技場、弓道場などがあ
ります。ぼくはよく明石駅から弓道場の方へ弓道の道具を持って歩いている人を見かけるので、
地元民として誇りに思っています。明石公園に入ってみると、様々な種類の木、野鳥、昆虫な
どを見ることができます。ぼくが選んだ十か所の明石公園エリアは、①子どもの村　②子ど
もの小川　③剛ノ池　④桜堀　⑤球児の森　⑥バラ園　⑦藤見池　⑧東側の堀　⑨南側の
堀　⑩本丸です。以上の十か所のエリアの自然について順番に紹介していきたいと思います。

　私たちが通う日本一の敷地面積を誇る標茶高校には身近に多くの植物や動物が住
んでいます。実際に私たちは自然満喫ツアーと題して高校に地域の方々を招待してガ
イド活動を行っています。この地図上のガイドルートは、沈砂ゾーン、脱窒湿地、ツリー
広場、源流の四か所に分かれています。各箇所とてもきれいです。
　この標茶高校は昔、集治監でした。ガイドルートにはその名残であるものや、集治
監があった時代から生えている樹木、集治監時代のことを現代に伝えてくれる文書庫
など、多くの財産が残っています。季節によって観察できる植物が変化し、他の地域
では見ることのできないものまで、多くの植物を目にすることができます。動物はキ
タキツネや二ホンザリガニ、タンチョウが見られます。水辺には、水がきれいな場所
にしか咲かない花や草が多く生え、この地域の水のきれいさを教えてくれます。

　京都市を南北に流れる鴨川の三条から五条は市街地で、唯一緑や
せせらぎを楽しむ憩いの場です。
　鴨川では生物が養育や求愛行動を行っていました。特にヌートリア
の養育行動には興味があり、養育中の五月から七月まで観察をしまし
た。コロナの為外国人観光客が少なく地元の人が多く、生物を介して
コミュニケーションが盛んだったので、給餌する人達への聞き取り調査
も行いました。多くの人がヌートリアは危険ではないしかわいいと思い
大切にしていました。しかし外来生物の個体数が多くなると既存の生
態系に影響が出ます。食パンには脂質と糖質が多く、仔の生存率を高
めさらに多仔出産になります。『ヌートリアの食べ物は鴨川の植物が適
していて、食パン等の食べ物は脂質や塩分が多く餌に適していません』
と看板で伝えてはどうでしょうか。人間の都合により勝手に持ち込ま
れた外来生物の個体数を調整していくのは人間の責任です。

詳細は、「わたしの自然観察路コンクール」
の公式サイト

http://kansatsuro.jeef.or.jp/
をご覧ください。
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■  自主的な事業

❷ 緑のための支援事業
第37回わたしの自然観察路コンクール

「コロナ禍のなかで応募総数は減ってはいますが、内
容の質は下がっていないですね」「よく観察して丁寧
に描いています」「文章のほうもしっかり読みまし
た」と熱心に審査が行われました。

わ
た
し
の
自
然
観
察
路
コ
ン
ク
ー
ル

　2020年、学校の一斉休校や外出自粛など、感染症拡大の影響で学びの機
会が奪われていく中、学校教育や家庭教育を補う形で、環境教育の一環になれ
ばとの思いで今年度のコンクールを開催しました。結果、全国の小・中・高校生
から239点もの作品が集まり、とても嬉しく思っています。
　そして入賞を果たされた20名と4チームの皆さん、おめでとうございました！
感染症対策をしながら、身近にある草花や生きものに目を向け、ユニークな視点
でそれぞれの想いを絵と作文で伝えていただきました。
　入賞はとっても喜ばしいことです。でも「ゴール」ではありません。大切なの
はそのあとの行動です。もっともっと自然と触れあい、身近な自然を大切に思う
気持ちを大きく育んでいってくださいね。

日本環境教育フォーラム（事務局）からのメッセージ
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緑とふれあいの活動助成

　
ミ
ヤ
マ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
は
、
長
野
県
及
び
隣

接
す
る
山
梨
県
な
ど
の
高
地
に
の
み
生
息

す
る
高
山
蝶
の
一
種
で
、
生
息
環
境
の
悪

化
に
よ
り
そ
の
衰
亡
が
最
も
懸
念
さ
れ
る

チ
ョ
ウ
で
す
。
既
に
北
ア
ル
プ
ス
で
は
絶

滅
し
中
信
高
原
や
八
ヶ
岳
で
も
見
ら
れ
ず
、

確
実
に
出
会
え
る
の
は
南
ア
ル
プ
ス
と
浅

間
山
系
湯
の
丸
高
原
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
般
、
助
成
事
業
と
し
て
、
啓
発
活
動

と
種
保
全
の
た
め
の
飼
育
調
査
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
啓
発
活
動
で
は
、
ま
ず
衰
亡

の
現
状
を
一
般
市
民
に
広
く
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
や
は
り
同
じ
く
絶
滅
の
危
機
に

直
面
し
て
い
る
ラ
イ
チ
ョ
ウ
と
コ
ラ
ボ
し

て
写
真
展
を
開
催
し
、
生
態
な
ど
を
ま
と

め
た
パ
ネ
ル
も
作
成
展
示
。
高
原
に
訪
れ

た
人
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
配
布
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ミ
ヤ
マ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
が

舞
う
７
月
に
は
現
地
で
の
観
察
会
も
実
施

し
ま
し
た
。

　
飼
育
調
査
は
、
今
後
さ
ら
に
減
少
し
て
し

ま
っ
た
場
合
に
備
え
て
、
管
理
下
で
飼
育
、

増
殖
が
可
能
か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
、
各

許
認
可
を
得
て
、
標
高
６
０
０
ｍ
の
平
地

と
生
息
域
の
標
高
１
６
０
０
ｍ
の
高
原
で

飼
育
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
管
理
下
で

も
無
事
に
羽
化
し
、
交
尾
し
て
産
卵
に
至

る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
が
、
平
地
で

は
気
温
が
高
い
た
め
か
、
幼
虫
は
育
た
ず
、

「
氷
河
期
の
生
き
残
り
」
で
あ
る
高
山
蝶
の

飼
育
が
困
難
な
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

浅
間
山
系
に
お
け
る
ミ
ヤ
マ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の

保
全
活
動
と
生
態
調
査

花
岡
敏
道
（
浅
間
山
系
ミ
ヤ
マ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
会
）
長
野
県

現地飼育ハウスを設置し、交尾、産卵まで確認することができた

複数のメスにより 13 卵塊が産まれた

■ 緑とふれあいの活動助成

分布北限域におけるエダミドリイシの
有性生殖法を用いた
養殖・移植方法の確立に向けた活動
NPO 海辺を考える しおさい 21　静岡県

　サンゴの有性生殖による遺伝的多様
性獲得のための基礎的研究活動。守
ると同時に増やすための技術は必要で
あり、その際の遺伝的多様性も重要な
課題。分布北限域に生息するサンゴの
繁殖や初期生態などの解明にもつなが
る。 サンゴの産卵を観察する

■ 緑とふれあいの活動助成

絶滅危惧Ⅱ類「ヤマグチサンショウウオ」の
棲息環境の保護・保存と小学児童の環境教育
小串ヤマグチサンショウウオ保護・保存会　山口県

　2019 年 2 月に新種記載されたばか
りのヤマグチサンショウウオが生息する
林床の調査と児童の飼育による環境学
習を進める活動。環境教育と合わせて
調査や保全を行う取組で、地域環境の
より深い理解と郷土愛の育成につなげ
る。

地元小学生による飼育観察の
ようす

■ 緑の保全と活用の研究助成

西表島固有種ショキタテナガエビの
絶滅回避に必要な保全遺伝学的研究
今井秀行（琉球大学理学部）　沖縄県 

■ 緑の保全と活用の研究助成

耕作放棄田における水田耕作再開のための
仕組みづくりの確立
－生物多様性の維持と農業との両立を目指してー
東 淳樹（岩手大学農学部）　岩手県

　西表島における絶滅危惧種ショキタ
テナガエビの種内系統を解明し、保全
単位を決定しようとの試み。生物地理
学的にも、系統学的にも調査意義は大
きく、今後、保護計画の作成にも必要
な情報となるだろう。

　水田耕作の継続が難しい中山間地域
の水田で、犬を用いた獣害対策を進め
つつ当該地域の生物多様性を評価する
試み。課題となる獣害対策と水田耕作
の維持経費の確保について、具体的な
仕組みづくりを追及する。

ヒナイ川のショキタテナガエビ

イノシシの通り道を観察する

　外来種のキノボリトカゲを駆除するため
に不妊化雄を放出し、トカゲの生態系を
混乱させることで定着密度を下げ、駆除
効果を狙う研究。外来種の防除に係る
新技術を開発することで、生態系の保護
に役立つ。

　希少植物のカッコソウの保護や登山
道整備などを 30 年来行ってきた団体。
急増する登山者の安全、また希少植物
の保護のため、登山道の整備や標識の
設置、シカ被害を防ぐネット張り、保
護地の整備などを継続的に実施する。

絶滅危惧種カッコソウを守るた
めの整備

■ 緑とふれあいの活動助成

動植物とその生息環境の保全と
安全登山のために
雷神山を愛する会　群馬県

キノボリトカゲの捕獲調査のよ
うす

■ 緑の保全と活用の研究助成

外来種であるキノボリトカゲのテリトリーを用いた
駆除技術の開発
保田昌宏（宮崎大学農学部）　宮崎県

　外来種の防除につながる分布拡大履
歴の解明手法として、釣り人や漁業者か
らの捕獲情報収集の仕方を研究する。
水系全体から情報の集まる仕組みを作
ることで、他の外来種についても広域
的な情報収集が可能になる。

　送り火の保護と継承のために、住民
や大学が協働して、シカの食害の防止、
植生の保護再生活動を行う。特に活動
場所の急斜面は急激なシカの増加で低
層植物が食害を受けて地盤が露出し、
早急な対策が求められている。

■ 緑とふれあいの活動助成

「法」の字プロジェクト
～低層植物の保護・再生による京都五山送り火の山の保全、
そして、送り火行事の保存継承へ～　
公益財団法人松ヶ崎立正会　京都府

淀川で釣り上げられたアメリカ
ナマズ

■ 緑の保全と活用の研究助成

市民科学手法を活用した
外来魚アメリカナマズの侵入前線検出
吉田　誠（国立環境研究所 生物・生態系環境研究センター）　滋賀県

２０20 年度の助成先をご紹介します。FGF 通信

地元小学校で送り火行事を保存
継承する大切さを伝える

２０１9 年度 助成事業
２０１９年度のＦＧＦ助成先は、

活動助成が 5 件、
研究助成が 4 件でした。

活動・研究の成果を
ご報告していただきました。
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熊
本
県
球
磨
川
流
域
に
あ
る
相
良
村
に

は
、
希
少
種
が
生
息
す
る
い
く
つ
か
の
湿

地
が
あ
る
。
特
に
絶
滅
危
惧
種
が
多
く
確

認
さ
れ
て
い
る
の
は
２
つ
の
谷
戸
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
か
つ
て
は
水
田
で
あ
っ
た
が
、
放

棄
さ
れ
陸
地
化
し
、
高
茎
草
本
が
優
占
す

る
こ
と
で
、
希
少
水
草
類
が
確
認
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
。
水
生
昆
虫
も
熊
本
県
や

球
磨
川
流
域
で
こ
こ
で
し
か
確
認
で
き
な

い
種
、
分
布
南
限
で
あ
る
種
も
確
認
さ
れ

て
い
た
が
、
そ
の
水
面
が
消
失
し
減
少
し

つ
つ
あ
る
。

　
我
々
は
、
こ
れ
ら
湿
地
を
、
近
隣
の
湿

地
性
生
物
の
核
と
な
る
生
息
地
に
で
き
る

よ
う
、
再
生
さ
せ
る
活
動
を
続
け
て
い
る
。

陸
生
植
物
の
除
去
、耕
運
、畦
作
り
を
行
い
、

水
面
を
造
成
し
た
。
ま
た
、
指
標
と
し
て
水

草
類
と
大
型
の
水
生
昆
虫
類
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
、
維
持
方
法
・
水
面
の
造
成
方
法

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ
て
い
る
。
大
型

水
生
昆
虫
の
個
体
群
の
存
続
の
た
め
に
は
、

こ
れ
ら
湿
地
だ
け
で
は
生
息
地
と
し
て
十

分
で
は
な
い
た
め
に
、
近
隣
の
水
田

と
連
携
し
た
取
り
組
み
も
始
め
て
い

る
。

　
こ
れ
ら
の
作
業
は
、
労
力
も
か
か

り
、
ま
た
水
田
と
い
う
個
人
所
有
の

土
地
を
利
用
す
る
た
め
、
地
域
の
協
力
と

連
携
を
な
く
し
て
は
継
続
で
き
な
い
。
そ

の
た
め
、
地
元
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施

し
、
作
業
は
、
近
隣
の
学
校
生
徒
の
参
加
に

よ
り
行
う
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
よ
り
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
現
在
、

村
の
憩
い
の
場
で
あ
る
温
泉
に
展
示
す
る
、

近
隣
の
貴
重
な
湿
地
性
生
物
の
パ
ネ
ル
を

作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
多
く
の

人
々
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
地
域
の
生
物
多

様
性
に
と
っ
て
の
核
と
な
る
生
息
地
と
そ

の
周
り
の
景
観
を
形
成
し
て
い
き
た
い
。

　
日
本
海
側
最
大
の
内
湾
で
あ
る
能
登
半

島
の
七
尾
湾
で
は
、
高
水
温
化
と
海
底
へ
の

有
機
物
の
蓄
積
に
よ
り
海
底
が
泥
質
化
す

る
な
ど
漁
場
環
境
の
劣
化
が
進
ん
で
い
る
。

漁
場
環
境
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
は
、
海

底
に
有
機
物
が
蓄
積
を
続
け
る
現
在
の
栄

養
循
環
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。
七
尾
湾

に
は
日
本
海
側
で
最
大
規
模
の
ア
マ
モ
場

が
分
布
し
、
時
期
に
な
る
と
ア
マ
モ
を
は

じ
め
と
す
る
海
草
藻
が
大
量
に
漂
着
す
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
は
、
利
用
さ
れ
る
こ
と
な

く
海
岸
で
分
解
さ
れ
て
成
分
は
海
に
還
流

し
て
い
る
。

　
我
々
は
、
こ
れ
ら
を
回
収
し
て
、
肥
料
と

し
て
農
業
に
活
用
す
る
こ
と
で
海
か
ら
陸

へ
の
栄
養
循
環
を
実
現
し
、
七
尾
湾
の
環

境
改
善
と
環
境
保
全
型
農
業
の
両
立
を
目

指
す
活
動
を
開
始
し
た
。
２
０
１
９
年
は

７
月
か
ら
９
月
に
漂
着
海
藻
草
の
回
収
活

動
を
13
回
実
施
し
、
約
１・１
ト
ン
の
ア
マ

モ
を
回
収
し
た
。
回
収
し
た
ア
マ
モ
は
天

日
乾
燥
さ
せ
て
栽
培
試
験
に
供
し
た
。
栽

培
試
験
で
は
、
有
機
農
業
従
事
者
な
ど
５

名
に
ハ
ク
サ
イ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ダ
イ
コ
ン
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ト
マ
ト
の
栽
培
を
依
頼
し
、

通
常
の
栽
培
方
法
に
よ
る
栽
培
区
を
対
照

区
、
無
肥
料
で
ア
マ
モ
を
マ
ル
チ
ン
グ
（
畑

の
表
面
を
ビ
ニ
ー
ル
等
で
覆
う
こ
と
）
し

た
栽
培
区
を
試
験
区
と
し
て
生
育
状
況
や

食
味
を
検
分
し
た
。

　
収
穫
さ
れ
た
野
菜
を
試
食
評
価
し
た
と

こ
ろ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ハ
ク
サ
イ
な
ど
で
は

試
験
区
の
甘
み
が
増
す
な
ど
の
好
結
果
が

得
ら
れ
た
。
今
後
は
、
ア
マ
モ
肥
料
の
栄

養
成
分
の
バ
ラ
ン
ス
と
使
い
勝
手
の
向
上

を
は
か
る
た
め
、
粉
砕
ア
マ
モ
に
米
ぬ
か

を
添
加
し

た
ペ
レ
ッ

ト
肥
料
を

開
発
し
て
、

様
々
な
野

菜
で
の
栽

培
事
例
を

蓄
積
し
て

い
き
た
い
。

緑とふれあいの活動助成緑とふれあいの活動助成

　
東
京
都
と
神
奈
川
県
の
境
目
に
広
が
る
多

摩
丘
陵
に
は
、
古
来
、
東
日
本
と
西
日
本
を

結
ぶ
主
要
な
古
街
道
や
、
関
東
平
野
な
ら
で

は
の
歴
史
あ
る
古
街
道
が
数
多
く
横
断
し
て

い
た
こ
と
は
、
地
形
学
・
地
勢
学
・
歴
史
地

理
学
、
考
古
学
ほ
か
の
多
角
的
な
学
術
視
点

か
ら
も
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ

の
痕
跡
（
道
跡
）
の
多
く
は
開
発
の
波
の
中

で
ま
さ
に
消
え
よ
う
と
し
て
い
る
現
状
に
あ

り
ま
す
。
飛
鳥
・
奈
良
・
京
都
に
あ
っ
た
宮

都
と
関
東
や
東
日
本
の
諸
国
の
拠
点
を
結
ぶ

大
き
な
古
代
国
道
（「
古
代
東
海
道
」
や
「
奥

州
古
街
道
」
ほ
か
）
が
造
営
さ
れ
て
こ
の
地

を
通
過
し
、
ま
た
中
世
に
お
い
て
は
古
都
・

鎌
倉
へ
つ
な
が
る
「
鎌
倉
街
道
」
な
ど
に
代

表
さ
れ
る
古
街
道
も
発
達
整
備
さ
れ
て
い
っ

た
証
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
、

も
っ
と
多
く
の
方
に
知
っ
て
頂
き
た
い
と
、

40
年
近
く
活
動
し
て
き
た
研
究
仲
間

や
愛
好
者
が
今
も
活
動
を
継
続
し
て

い
ま
す
。

　
２
０
０
３
年
に
開
通
し
た
「
多
摩

よ
こ
や
ま
の
道
（
日
本
の
歩
き
た
い

道
、
新
日
本
歩
く
道
機
構
、
歴
史
の

道
１
０
０
選
。
自
然
と
歴
史
の
展
望

遊
歩
道
）」
が
あ
る
尾
根
道
を
核
と
し

て
、周
辺
エ
リ
ア
に
残
る
実
際
の
道
路
遺
構
、

未
確
認
だ
っ
た
城
砦
群
、
里
山
に
守
ら
れ
て

き
た
広
大
な
自
然
と
歴
史
環
境
を
保
全
・
活

用
し
「
多
摩
丘
陵
の
12
古
街
道
」
と
し
て
ま

と
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
の

F
G
F
助
成
を
活
用
し
て
、
さ
ら
に
最
新
の

地
理
・
地
形
空
間
情
報
も
使
用
し
、
立
体
的

に
、
か
つ
先
人
た
ち
の
息
吹
と
ス
ト
ー
リ
ー

を
再
現
で
き
る
こ
と
に
寄
与
で
き
る
よ
う
活

動
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
摩
丘
陵
に
残
さ
れ
た
里
山
と

古
街
道
の
歴
史
環
境
遺
産
を
保
護
し
、

自
然
景
観
の
維
持
と
活
用
に
貢
献
す
る

宮
田
太
郎
（
歴
史
古
街
道
団
）
東
京
都

徳川家康の道のメンテナンス整
備作業（多摩市一本杉公園内）

メンテナンス中の古道「徳川家康の御霊・日光移送千人行列の道」探索
ウォークにて集合写真

ジャガイモの栽培試験 ( 左：黒ビ
ニールをマルチング、右：アマモを
マルチング）

球
磨
郡
相
良
村
の
湿
地
再
生
及
び

そ
れ
に
係
わ
る
地
域
連
携
の
構
築

一
柳
英
隆
（
球
磨
湿
地
研
究
会
）
熊
本
県

七
尾
湾
の
環
境
改
善
と
環
境
保
全
型
農
業
の

実
現
に
向
け
た
海
藻
草
の
回
収
活
動

大
慶
則
之
（
能
登
の
森
里
海
研
究
会
）
石
川
県

　
「
な
ま
は
げ
」
で
有
名
な
男
鹿
市
は
、
秋

田
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
日
本
海
に
突
き

出
た
男
鹿
半
島
に
位
置
し
、
海
と
山
に
囲

ま
れ
、
自
然
を
生
か
し
た
生
活
文
化
や
伝

統
料
理
な
ど
、
魅
力
あ
る
特
色
に
溢
れ
て

い
る
。

　
私
た
ち
は
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震

災
を
き
っ
か
け
に
、
男
鹿
の
豊
か
な
自
然

と
昔
な
が
ら
の
生
活
の
知
恵
を
学
ぶ
「
親

子
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
自
然
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。
当
初

は
対
象
を
小
さ
い
子
ど
も
と
そ
の
親
と
し

て
い
た
が
、
現
在
は
親
子
だ
け
で

な
く
地
域
内
外
の
大
人
も
一
緒
に

学
び
、
体
験
す
る
、
多
世
代
で
の
多
様
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
年
度
は
、
男
鹿
の
海
と
山
、
里
山
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
男
鹿
の
自
然
環
境
や
歴

史
・
伝
統
料
理
な
ど
、
地
域
資
源
を
上
手

に
活
用
す
る
方
法
に
加
え
て
、
そ
れ
を
将

来
に
残
す
た
め
の
保
全
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
を
目
的
に
、
季
節
に
適
し
た
全
6
回
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
、
実
施
し
た
。
雑
草

学
を
研
究
し
て
い
る
地
元
の
大
学
教
授
や

ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
の

他
、
伝
統
料
理
「
ハ
タ

ハ
タ
寿
司
作
り
」
で
は
、

地
域
で
昔
な
が
ら
の
生

活
を
実
践
し
て
い
る
一

般
の
方
に
も
講
師
と
し

て
参
加
し
て
も
ら
い
、

“
男
鹿
の
豊
か
な
自
然

を
次
の
世
代
へ
残
す
”
と
い
う
価
値
観
を

共
有
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
へ
の
一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
手
ご
た

え
を
感
じ
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
当

面
は
イ
ベ
ン
ト
実
施
を
控
え
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

を
生
か
し
た
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
や

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
情
報
発
信
等
、
で
き
る

こ
と
か
ら
前
に
進
め
て
い
き
た
い
。

男
鹿
の
自
然
に
ふ
れ
あ
い
生
き
る
力
を

身
に
つ
け
よ
う
！

多
世
代
参
加
の
自
然
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

小
玉
由
紀
（
子
育
て
カ
フ
ェ
・
に
こ
リ
ー
フ
）
秋
田
県

緑とふれあいの活動助成

「身近な雑草を観察しよう！」で
ヨシの笛を作るようす

「男鹿の里山を探検しよう！」で植物観察をする子どもたち

２０１9 年度　助成事業

FGF 通信

万葉時代・防人の道を再現した当
団の古街道イベント

高校生・大学生が参加して行う水生昆虫調査

絶滅危惧種デンジソウ
の群落

緑とふれあいの活動助成

収穫されたハクサイ（左：慣行栽培したもの、右：アマモをマルチングし
たもの）
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カ
ン
ラ
ン
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
広
域

に
分
布
す
る
絶
滅
危
惧
植
物
の
特
徴
を
把

握
し
、
保
全
策
を
立
案
す
る
際
に
必
要
な

知
見
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
本
研
究

助
成
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
カ
ン
ラ
ン
は
静
岡
以
西
の
暖
地
に
分
布

す
る
ラ
ン
科
植
物
で
、
分
布
域
は
広
い
も

の
の
自
生
す
る
個
体
数
は
少
な
く
、
開
花

株
を
自
生
地
で
見
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
不

可
能
な
植
物
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

分
布
域
が
広
範
囲
に
わ
た
る
た
め
「
誰
が

ど
こ
で
保
全
を
す
る
の
か
」「
ど
の
よ
う
に

保
全
を
す
る
の
か
」
と

い
う
焦
点
が
絞
り
に
く

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
で
す
。
ま
た
、
カ

ン
ラ
ン
は
古
く
か
ら
愛

好
家
よ
っ
て
大
切
に
保
存
さ
れ
て
き
た
植

物
で
も
あ
り
、
１
９
３
０
年
（
昭
和
５
年
）

に
高
知
県
東
洋
町
で
採
取
さ
れ
た
と
い
う

記
録
の
あ
る
も
の
が
今
で
も
栽
培
さ
れ
て

お
り
、
日
本
の
植
物
園
で
保
存
さ
れ
て
い

る
ど
の
植
物
よ
り
古
い
来
歴
情
報
を
持
つ

類
い
稀
な
植
物
で
、
栽
培
技
術
も
高
い
レ

ベ
ル
で
確
立
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
カ
ン
ラ
ン

の
試
料
を
各
地
か
ら
集
め

て
個
体
群
相
互
の
類
縁
関

係
と
個
体
群
内
の
遺
伝

的
健
全
性
を
明
ら
か
に

し
、
保
全
対
策
の
基
礎
を

確
立
し
よ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
個

体
間
の
遺
伝
的
違
い
を
鋭

敏
に
検
出
す
る
こ
と
の
で
き
る
遺
伝
マ
ー

カ
ー
（
Ｅ
Ｓ
Ｔ 

Ｓ
Ｓ
Ｒ
マ
ー
カ
ー
）
を
新

規
に
開
発
し
、
遺
伝
分
析
に
使
い
ま
す
。
さ

ら
に
こ
の
マ
ー
カ
ー
を
使
っ
て
来
歴
不
明

の
栽
培
株
に
つ
い
て
も
産
地
推
定
を
行
い
、

重
要
な
個
体
に
つ
い
て
は
植
物
園
で
域
外

保
全
を
行
う
つ
も
り
で
い
ま
す
。

　
わ
が
国
で
は
淡
水
魚
の
減
少
が
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
特
に
二
次
的
自
然
に
生
息
す

る
淡
水
魚
の
減
少
が
顕
著
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
、環
境
省
よ
り
、「
二

次
的
自
然
に
生
息
す
る
淡
水
魚
保
全
の
た

め
の
提
言
」
が
公
表
さ
れ
た
。
ギ
バ
チ
（
以

下
本
種
）
も
同
提
言
中
で
類
型
３
類
に
分
類

さ
れ
て
お
り
、
保
全
対
象
種
で
あ
る
。
し

か
し
本
種
の
生
活
史
に
関
す
る
報
告
は
少

な
く
、
知
見
の
集
積
が
課
題
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
研
究
で
は
本
種
に
Ｐ
Ｉ
Ｔ
タ

グ
と
Ｖ
Ｉ
Ｅ
タ
グ
の
２
種
類
の
内
部
標
識

を
使
用
し
、
本
種
の
移
動
分
散
を

調
査
し
た
。
Ｐ
Ｉ
Ｔ
タ
グ
は
非
接

触
の
個
体
識
別
が
可
能
で
あ
り
、
調
査
効
率

の
面
で
Ｖ
Ｉ
Ｅ
タ
グ
に
勝
る
が
最
小
の
Ｐ

Ｉ
Ｔ
タ
グ
で
も
10
㎜
ほ
ど
の
大
き
さ
を
有

し
て
お
り
、
本
種
幼
魚
へ
の
使
用
が
困
難
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
Ｐ
Ｉ
Ｔ

タ
グ
の
脱
落
率
と
本
種
の
体
長
の
関
係
を

飼
育
実
験
に
よ
り
評
価
し
た
。
そ
の
結
果
、

標
準
体
長
80
㎜
以
上
の
個
体
で
は
脱
落
が

起
き
に
く
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
た

め
、
こ
の
大
き
さ
を
2
種
類
の
内
部
標
識
の

使
用
区
分
と
し
た
。
調
査

地
は
栃
木
県
の
小
河
川
と

し
、
採
捕
許
可
の
得
ら
れ

た
区
間
３
㎞
に
27
箇
所
の

調
査
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設

置
し
た
。
２
０
１
９
年
冬

期
か
ら
２
０
２
０
年
夏
期

に
か
け
て
採
捕
調
査
を
行

い
、
本
種
４
６
２
個
体
を
採
捕
し
た
。
ま

た
環
境
要
因
調
査
も
行
い
、
採
捕
個
体
数

と
の
比
較
を
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
夏

の
水
量
の
多
い
時
期
で
は
小
型
の
個
体
は

植
生
の
有
無
が
、
大
型
の
個
体
は
水
深
が

本
種
の
個
体
数
に
寄
与
す
る
こ
と
が
示
唆

さ
れ
た
。
今
後
は
夏
期
以
降
の
個
体
数
お

よ
び
環
境
要
因
を
解
明
し
、
生
活
史
・
季

節
に
応
じ
た
有
効
な
保
全
対
策
の
提
示
を

目
指
す
。

内
部
標
識
を
用
い
た
絶
滅
危
惧
種
ギ
バ
チ

（P
seu

d
o
b
a
g
ru

s to
k
ien

sis

）
の
生
活
史
調
査

早
川
拓
真
（
宇
都
宮
大
学
大
学
院
　
農
村
生
態
工
学
研
究
室
）
栃
木
県

　
調
査
対
象
地
の
和
歌
山
県
田
辺
市
本
宮

町
は
、
北
を
果
無
山
脈
、
南
を
大
塔
山
系
と

い
う
１
０
０
０
ｍ
級
の
山
脈
に
囲
ま
れ
た

中
山
間
地
域
で
す
。
熊
野
本
宮
大
社
の
神
明

町
を
中
心
と
し
て
栄
え
、
か
つ
て
は
林
業

や
筏
流
し
が
盛
ん
で
し
た
。
熊
野
川
と
そ

の
支
流
沿
い
に
集
落
が
発
展
し
た
こ
と
か

ら
、
本
研
究
で
は
、「
恵
み
を
も
た
ら
す
川
」

と
「
水
害
を
も
た
ら
す
川
」
を
同
時
に
捉

え
、専
門
的
な
知
見
を
加
え
な
が
ら
、環
境・

防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
形
成
す
る
実
践
研
究

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
昨
年
発
生
し
た
台
風
に
よ
る
水
害
で

は
、
床
上
浸
水
や
道
路
の
陥
没
な
ど
の
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。
当
地
域
で
は
、
川
の
よ

う
す
を
、
笹
濁
り
、
赤
濁
り
、
泥
濁
り
と

言
い
表
す
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
戦

後
は
子
供
た
ち
が
ア
ユ
や
ウ
ナ
ギ
を
取
り

食
料
の
足
し
に
し
、
そ
の
後
は
川
遊
び
と

し
て
親
し
ま
れ
る
な
ど
、
川
と
人
々
と
の

生
活
が
密
接
に
関
係
し
て
き
た
歴
史
が
あ

り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
地
域
の
伝
統
的
な
川
遊
び
や

漁
法
に
関
す
る
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
、
計
画
し
て
い
た
小
学
校

と
共
同
し
た
生
態
系
調
査
と
水
遊
び
の
実

習
お
よ
び
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施

で
き
な
い
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

現
地
調
査
の
実
施
も
難
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
今
後
は
安
全
を
確
保
し
な
が
ら

調
査
を
再
開
し
、
こ
れ
ま
で
当
地
の
生
態

系
調
査
に
長
年
取
り
組
ま
れ
て
き
た
指
導

者
や
地
元
住
民
の
協
力
を
得
て
、
大
塔
川

の
生
き
も
の
を
取
り
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

自
然
豊
か
な
河
川
と
水
害
を
も
た
ら
す

河
川
に
関
す
る
伝
統
知
と

環
境
・
防
災
教
育
に
関
す
る
実
践
研
究

落
合
知
帆
（
京
都
大
学
大
学
院
地
球
環
境
学
堂
）
和
歌
山
県

広
域
分
布
型
絶
滅
危
惧
植
物
の

域
外
保
全
策
確
立
に
関
す
る
研
究

ラ
ン
科
カ
ン
ラ
ン
を
例
に
し
て

長
澤
淳
一
（
京
都
府
立
大
学
）
京
都
府

竹を利用した伝統的なセギ（堰）作りのようす
　
２
０
１
８
年
10
月
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

湿
地
に
登
録
さ
れ
た
志
津
川
湾
は
、
コ
ク

ガ
ン
の
越
冬
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
生
態
は
謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
志
津
川
湾
に
お
け
る
コ
ク
ガ

ン
の
越
冬
生
態
の
把
握
と
、
渡
り
の
ル
ー

ト
の
解
明
の
た
め
、
標
記
の
事
業
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
１
月
、
４
羽
の
コ
ク
ガ
ン

（
い
ず
れ
も
幼
鳥
）
を
捕
獲
・
標
識
、
Ｇ
Ｐ

Ｓ
ロ
ガ
ー
を
装
着
の
上
、
放
鳥
し
ま
し
た
。

１
羽
は
機
材
の
不
具
合
に
よ
り
数
日
で
ロ

グ
が
途
絶
え
ま
し
た
が
、
無
事
に
北
帰
行

し
た
こ
と
が
足
環
の
観
察
に
よ

り
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

他
の
３
羽
か
ら
は
順
調
に
デ
ー

タ
が
得
ら
れ
、
昼
間
は
漁
港
な
ど
で
過
ご

し
、
夜
は
海
上
に
出
る
と
い
っ
た
、
越
冬

期
の
彼
ら
の
行
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
残
念
な
こ
と
に
、
春
の
低
気
圧
に

よ
る
大
時
化
の
後
に
１
羽
の
死
亡
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
が
、
別
の
１
羽
か
ら
は
南
三

陸
を
発
し
て
か
ら
ロ
シ
ア
極
東
の
マ
ガ
ダ

ン
に
至
る
ま
で
の
詳
細
な
デ
ー
タ
が
得
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
使
用
し
て
い
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ロ
ガ
ー
は
、

携
帯
電
話
の
電
波
網
を
通

じ
て
デ
ー
タ
が
送
ら
れ
る

仕
様
で
、
電
波
網
の
圏
外

に
出
た
場
合
、
次
に
圏
内

に
入
る
ま
で
の
デ
ー
タ
が

蓄
積
さ
れ
続
け
ま
す
。
現

在
は
デ
ー
タ
が
途
絶
え
て

い
ま
す
が
、
残
り
の
１
羽
も
含
め
、
再
び
圏

内
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
事
業
は
今
年
度
も
継
続
と
な
り
ま
す
が
、

昨
年
度
試
行
錯
誤
だ
っ
た
捕
獲
方
法
の
確

立
、
特
に
警
戒
心
の
強
い
成
鳥
個
体
の
捕

獲
が
課
題
で
す
。
捕
獲
個
体
に
少
な
か
ら

ぬ
負
担
を
掛
け
る
調
査
で
す
が
、
コ
ク
ガ

ン
の
生
息
環
境
の
保
全
に
資
す
る
た
め
の

正
確
な
デ
ー
タ
の
取
得
を
目
指
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

天
然
記
念
物
コ
ク
ガ
ン
の
捕
獲
お
よ
び

Ｇ
Ｐ
Ｓ
送
信
機
装
着
事
業

鈴
木
卓
也
（
南
三
陸
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
友
の
会
）
宮
城
県

２０１9 年度　助成事業

FGF 通信

緑の保全と活用の研究助成

GPS ロガーを装着したコクガン

早朝の漁港での捕獲準備作業

緑の保全と活用の研究助成

ギバチへ PIT タグを挿入し、個体を識別

水中カメラを用いた夜間の潜水調査

緑の保全と活用の研究助成

カンランの自生状況（高知県）。多いところでは十株以
上がかたまって生える。写真は今回の調査で最も多く
の個体が見られた場所

緑の保全と活用の研究助成

遺伝子解析中の京都大学大学院生 西原美佳
さん。カンランの PCR 産物をアガロースゲ
ルで電気泳動する実験

沖縄県の自生地。沢沿
いの平坦な場所にバラ
バラと生えていた。写
真は協力者の沖縄 美
ら島財団総合研究セン
ターの阿部篤志さんと
米倉浩司さん

かつて使われていたウナギ
を捕まえるための仕掛け
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大
切
な
川 

私
た
ち
の
大
淀
川

　
大
淀
川
は
、
私
た
ち
流
域
住
民
に
と
っ

て
、
ふ
る
さ
と
の
川
で
あ
り
、
水
道
水
源

と
な
る
大
切
な
命
の
源
で
す
。
ま
た
、
大

淀
川
は
、
私
た
ち
を
含
め
た
生
態
系
の
生

息
・
生
育
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
身
近

に
自
然
を
体
験
で
き
る
場
で
あ
り
、
地
域

文
化
を
育
む
場
で
あ
り
、
憩
い
の
場
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
大
淀
川
の
自

然
環
境
を
保
全
し
、
清
流
を
取
り
戻
す
に

は
、
大
人
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
た
ち
も

一
緒
に
な
っ
て
、
自
然
体
験
を
通
し
て
自
然

環
境
の
素
晴
ら
し
さ
・
大
切
さ
・
楽
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
当
団

体
は
、
大
淀
川
の
環
境
保
全
や
川
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
を
広
く
連
携
し
な
が
ら
推
進
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
淀
川
と
人
と
の
関
わ

り
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

多
く
の

若
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍

　
タ
コ
ノ
ア
シ
が
大
淀
川
河
口
か
ら
４・
４

～
６
・
２
㎞
の
左
岸
に
位
置
す
る
砂
州
に
生

育
し
て
い
る
こ
と
は
、
国
土
交
通
省
宮
崎
河

川
国
道
事
務
所
の
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
結

果
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
２
０
１
５
年

に
そ
の
左
岸
砂
州
の
下
流
部
（
天
満
橋
の

下
流
）
で
、
多
く
の
若
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

宮
崎
河
川
国
道
事
務
所
職
員
の
参
加
を
得
て

２
０
０
５
年
の
台
風
に
よ
っ
て
堆
積
土
砂
で

閉
塞
し
た
小
川
を
掘
削
し
て
流
れ
を
再
生
し

ま
し
た
。

　
再
生
し
た
小
川
の
直
上
流
の
日
当
た
り
の

良
い
水
辺
の
１
箇
所
に
、
タ
コ
ノ
ア
シ
が
群

落
を
形
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
上
流
側

の
湿
地
に
は
丈
の
高
い
ヨ
シ
や
オ
ギ
な
ど
の

草
本
が
密
生
し
て
い
て
、
タ
コ
ノ
ア
シ
は
そ

れ
ら
に
被
わ
れ
て
点
在
し
て
い
ま
し
た
。
放

置
す
れ
ば
タ
コ
ノ
ア
シ
の
消
失
が
懸
念
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
ヨ
シ
や
オ
ギ
な
ど
を
刈
取
っ

て
日
当
た
り
を
改
善
す
る
こ
と
が
タ
コ
ノ
ア
シ

の
保
全
に
必
要
と
考
え
、
若
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
参
加
を
募
っ
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　
２
０
１
５
年
の
当
初
は
、
再
生
し
た
小
川

の
上
流
側
（
天
満
橋
の
上
流
）
の
水
辺
を
保

全
対
象
と
し
て
、
タ
コ
ノ
ア
シ
の
競
争
種
と

な
っ
て
い
る
丈
の
高
い
ヨ
シ
や
オ
ギ
な
ど
を
タ

コ
ノ
ア
シ
と
選
り
分
け
て
刈
取
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
刈
取
っ
た
草
本
は
、
湿
地
地
表
の
急

激
な
乾
燥
化
を
避
け
る
た
め
に
、
刈
っ
た
所

に
伏
せ
て
お
き
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
に
は
、

天
満
橋
上
流
の
水
辺
に
加
え
て
、
砂
州
の
中

央
部
に
位
置
す
る
た
ま
り
の
周
辺
の
水
辺
や

小
道
で
も
、
ヨ
シ
や
オ
ギ
な
ど
を
刈
取
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２
０
１
７
年
に

は
、
生
育
地
の
拡
大
を
図
る

た
め
、
そ
れ
ま
で
の
天
満
橋
上

流
の
水
辺
と
砂
州
中
央
部
の
た

ま
り
周
辺
に
加
え
て
、
天
満

橋
下
流
の
再
生
し
た
小
川
の
水

辺
で
も
、
ヨ
シ
や
オ
ギ
な
ど
を

刈
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
天

満
橋
の
上
下
流
で
は
、
外
来

植
生
の
ア
レ
チ
ハ
ナ
ガ
サ
を
抜

き
取
っ
て
も
ら
い
、
ご
み
焼
却

施
設
に
運
搬
し
ま
し
た
。
ま
た
、
砂
州
中
央

部
の
た
ま
り
の
水
辺
で
は
、
タ
コ
ノ
ア
シ
の
茎

な
ど
を
試
験
的
に
日
当
た
り
の
良
い
箇
所
に

挿
し
て
生
育
を
観
察
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

日
当
た
り
改
善
が
有
効

　
こ
れ
ら
の
活
動
の
結
果
、
タ
コ
ノ
ア
シ
の

日
当
た
り
が
改
善
し
、
２
０
１
６
年
夏
に

は
、
天
満
橋
上
流
の
水
辺
で
タ
コ
ノ
ア
シ
の

群
落
が
増
え
て
、
年
末
に
は
、
紅
葉
し
た
タ

コ
ノ
ア
シ
が
階
段
護
岸
下
の
水
際
に
帯
状

に
連
な
っ
て
観
察
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

２
０
１
７
年
春
に
は
、
生
育
域
が
砂
州
の
多

数
地
点
に
広
が
り
、
砂
州
内
の
小
道
や
ワ
ン

ド
（
川
岸
に
あ
る
入
江
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
地
形
の
こ
と
で
河
川
の
本
流
と
繋
が
っ
て

い
る
場
所
）、
天
満
橋
の
下
流
で
も
生
育
し

て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
砂
州
中
央

部
の
た
ま
り
の
水
辺
で
4
月
に
試
験
的
に
茎

を
挿
し
て
お
い
た
個
所
で
は
、
7
月
に
順
調

に
生
育
し
て
群
落
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
活
動
の
一
部
と

し
て
階
段
護
岸
の
テ
ラ
ス
を
覆
っ
て
い
た
堆

積
土
と
草
本
を
排
除
し
て
も
ら
っ
た
と
こ

ろ
、
テ
ラ
ス
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
隙
間
に
絶
滅
危

惧
植
物
ミ
ゾ
コ
ウ
ジ
ュ（
宮
崎
県
Ｎ
Ｔ
　
ｇ
、

環
境
省
Ｎ
Ｔ
）
の
ロ
ゼ
ッ
ト
が
数
多
く
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
以
上
の
結
果
か
ら
、

タ
コ
ノ
ア
シ
の
保
全

に
は
、
競
争
種
と
な

る
丈
の
高
い
ヨ
シ
や

オ
ギ
な
ど
の
刈
取
り

に
よ
っ
て
生
育
地
の

日
当
た
り
を
改
善
す

る
こ
と
が
有
効
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
広
い
水
辺
で
の
刈
取
り
は
、
多
人
数
で
作

業
す
る
と
成
果
を
実
感
で
き
る
の
で
、
次
世

代
を
担
う
若
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
を

募
っ
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
身
近
な
場
所
で

希
少
植
物
の
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
認
識
し
環
境
保
全
の
大
切
さ
を
学
ぶ
良
い

機
会
と
な
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
大
淀
川
の

環
境
へ
の
意
識
を
高
め
ら
れ
る
活
動
を
続
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
淀
川
の
絶
滅
危
惧
植
物

タ
コ
ノ
ア
シ
の
保
全
活
動

早
瀬
盟
子
（
Ｎ
Ｐ
О
法
人 

大
淀
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

堆積土砂で閉塞した小川を掘削して流れを再生（2015 年 10 月）

刈取った外来植生のアレチハナガサ等
(2017 年 5 月 )

天満橋下流でのヨシなどの刈取り
 (2020 年 9 月 )

天満橋下流でのヨシなどの刈取り 集合写真
 (2019 年 1 月 )

夏季のタコノアシ

天満橋下流でのヨシなどの刈取り (2017 年 5 月 )

天満橋上流でのヨシなどの刈取り (2016 年 7 月 )

2016 年度 活動助成

FGF 通信

紅葉するタコノアシ

挿し芽したタコノアシ

タコノアシの花

32
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● 2016 年度    

 150 大淀川の絶滅危惧植物「タコノアシ」の保全活動
 151 ドローンと VR 技術を活用した里山ランドスケープのモニ

タリング手法の開発
 152 GPS 首輪を用いた積雪地域におけるイノシシの行動特性
 153 遺伝情報を用いた絶滅危惧植物ヤチシャジンの野生集

団の再生
 154 外来アライグマの営巣特性調査と対策コスト削減のため

の巣箱型ワナの開発
 155 京都府立須知高等学校の「ウィードの森」の
  生態調査と里山の整備
 156 名勝・重要文化的景観「おばすて（田毎の月）」棚田の

保全活動
 157 はぐくむ、つなげる、つたえる、まもる、谷津田の生き

もののいのちのにぎわいとつながり

ＦＧＦ助成一覧 191 件のＦＧＦ助成先をご紹介いたします。

● 1984 年度
 1 オオムラサキの森づくり
 2 自然を守り生かす青少年の森づくり
 3 社寺林の保全・管理に関する法学的研究
 4 リスのいる森づくり
● 1985 年度
 5 子供たちのフォレスト・ファーミング
 6 屋敷林の保全と活用
 7 明神地域の保全・活用に関する生態的研究
 8 知床の大型野生動物の生態と自然教育への活用に関す

る研究
● 1986 年度
 9 自然と芸術の森づくり
 10 ドングリ一粒運動による広葉樹林の育成
 11 歴史的居住環境の保全と利活用に関する研究
 12 伝統的な人里環境の生態学的研究
● 1987 年度
 13 ギフチョウが舞いサギ草の咲き乱れるコウヤマキの森づ

くり
 14 自然史博物館「嵐山自然と文化の森」の保全と活用
 15 自然の宝庫・桶ヶ谷沼を生かしたまちづくり
 16 飛騨山脈の自然生態調査と一般登山活動での自然学習

のあり方
 17 緑と人間の親和性を高める環境絵本づくり
● 1988 年度
 18 「いろりの里」生活原体験及び自然観察会
 19 雑木山から生活文化を問い直す
 20 野外博物館「山の子村」の保全と活用
 21 「市民による雑木林の保全・管理」のテキストづくり
 22 神社の社叢における神樹の調査研究
● 1989 年度
 23 寒風山「風雪の森」づくり
 24 花いっぱい鳥いっぱいの森づくり
 25 荒廃したサンゴ礁を復元するサンゴ移植活動
 26  トロッコ道に見る霧島連山百年の変遷について
 27 裏磐梯湖沼の生態と自然保護教育への活用に関する研究
● 1990 年度
 28 「望ヶ原天然林」を生かした自然に親しむ活動
 29 見沼カムバックふるさとプラン
 30 「帯広の森」野生動物とのふれあいの場づくり
 31 イトウのすめる森づくり
 32 ホタルの生息する人里の水系環境保全と人間活動の調和
● 1991 年度
 33 奥球磨山地に「人間の森」をつくる
 34 ネイチャートレイルの設置活動から村の自然のサンク

チュアリー化運動へ
 35 谷津干潟保全対策の研究
 36 糸島地方の自然解明とその保護及び一般への啓蒙
● 1992 年度
 37 農山村エコミュージアムづくりによる都市・農山村の交流
 38 紀伊半島沿岸におけるウミガメの調査及び保護活動
 39 御前・釈迦岳ブナ・シオジ林の自然とその保全について
 40 湧水に生息する生物の生態研究
● 1993 年度
 41 森は海の恋人
 42 森・人・生きもの・地球を緑の輪で結ぶ京都大原野の体

験森づくり
 43 坪井川遊水池における生態系の復元
 44 十津川村地方における伝統的養蜂の調査研究
 45 宮古諸島におけるサシバと緑と人間の親和性を高めるた

めの基礎研究
● 1994 年度
 46 ジュンサイ再生保全活動による緑と生きものの復元
 47 子供達と水生生物との共生をめざす湿地「たんぼ水族館」

の保全と利用に関する研究
 48 あなたにも出来る保全生物学
  「市民による絶滅危惧植物の保全研究のマニュアルづくり」
● 1995 年度
 49 筑波山に炭焼きの里づくり
 50 コアジサシの生態調査及び保護運動と水辺環境の復元
 51 生活光とホタルの共存について
 52 オオサンショウウオの生息状況調査
● 1996 年度
 53 市民参加型緑地保全活動の実践及び推進
 54 「新タンポポ地図」の作成とその環境教育への応用
 55 高知県宇佐竜蟹ヶ池における水湿植物の保全に関する

生態学的研究
 56 学校緑地にビオトープを導入するための基礎的研究

● 1997 年度
 57 里道の修復による赤目の里山の保全
 58 手作りの湿地や水辺の復元運動
 59 多摩ニュータウン 19 住区の農業公園化構想
 60 岡山県内の水草の種類と分布、その環境に関する研究

およびミズアオイの保護活動
● 1998 年度
 61 「体験の森づくり」活動
 62 草原・里山の維持管理技術の啓発と実践による半自然

植生の保全
 63 森林活動による精神発達障害者の療育効果に関する研究
 64 小動物の利用環境として都市残存林を評価する手法の

研究と生態ガイドブックの作成
● 1999 年度
 65 農業体験教室「草の根農業小学校」の運営
 66 絶滅危惧植物ガシャモクの保全生物学的研究
 67 ニホンザリガニの分布・生息環境とその保全に関する研究
● 2000 年度
 68 野尻湖における水草帯の復元と環境教育
 69 スノーケリングによる藻場・海中林及びアマモ場を主体

とした海中自然観察会
 70 豊かな里山を次世代に残すために
● 2001 年度
 71 大町グランドワークによる上原ビオトープ創出事業
 72 えひめあやめ指定地その周辺里山整備計画
 73 市街地緑地の種の保存と供給機能の研究
● 2002 年度
 74 有明海および島原湾の底生生物データベース作成
 75 多摩川中流域河床の「地層の野外観察」用の観察路と

支援システムの構築
● 2003 年度
 76 林業スクール
 77 「やまんばの森」の「春の女神」保護活動
 78 東京都府中市立南白糸台小学校
  「水色の学校プロジェクト」
 79 沖縄県、慶良間諸島にみられる貴重な森林生態系の持

続的保全と活用
● 2004 年度
 80 子供達とヤマネの巣箱製作、設置、生態と生息する森

林生態系の観察と記録
 81 霧多布湿原ファンづくりのための木道修復活動
 82 金沢市とその近郊の農業用水の生物多様性維持機能を

高めるための基礎的研究
 83 桂川・相模川水系におけるシジミ類の生息調査及び在

来種マシジミの保存に向けた繁殖実験
● 2005 年度
 84 研究者と市民の協働による里山の生物多様性保全のた

めの活動及び調査
 85 田舎暮らしグラウンドワーク・ウスイロヒョウモンモドキ

の舞う蒜山高原自然再生事業
 86 瀬戸内海の干潟における貝類を中心とした環境指標生

物の探索
 87 環境教育機能を備えた学校林の生態管理システムの構築
● 2006 年度
 88 小網代の森保全推進のためのパトロール活動
 89 里山と共に育つ学校の森づくり
  —里山が育つ、里山と育つ、里山から育つ—
 90 名古屋周辺における外来カメ類の現状調査と在来カメ類

の保護・保全活動
 91 水田におけるゲンゴロウ幼虫の保全に関する野外調査研究
● 2007 年度
 92 赤とんぼ全国調査
 93 ニッポンバラタナゴを救う伝統的農業水管理法「ドビ流

し」の効果
 94 日本におけるカキ礁生態系の研究と保全
 95 都市的環境で在来種が外来種に駆逐される要因の解明
● 2008 年度
 96 公園管理と蛍の養殖
 97 湖北野田沼内湖の再生で動き出す琵琶湖のいのちプロ

ジェクト
 98 身近な地域・自然を学ぶ環境学習の教材化とプログラム

の構築
 99 ヒサカキの種子散布にかかわる生物間相互作用が三宅

島の森林生態系回復に果たす役割
 100 筑後川の支川・小石原川におけるアカザの生態
 101 重タデ原・坊ガツル湿原における火入れによる土壌環境

改変の実態とその効果の検証
 102 休耕田を利用した湿生植物群落の回復

● 2009 年度
 103 遊んで学ぶ里山体験
 104 栗山鳥の下自然公園・ムクロジの里ステップアップ事業
 105 カンキョウカジカの生態研究とその保護対策について
 106 奄美大島湯湾岳の野生絶滅植物リュウキュウアセビの復

元に向けた遺伝解析
 107 秋吉台の絶滅危惧植物の保護に向けたゾーニングのた

めの基礎研究
 108 中央アルプス山麓の里山に生息する絶滅危惧種ミヤマシ

ジミとヒメシジミの保全に関する研究
 109 京都・平安神宮内の池に生息するイチモンジタナゴの保護
● 2010 年度
 110  参加型フットパス・ツーリズムの振興による棚田・里山

環境の保全とその活用
 111  生駒市西畑地区の棚田・里山の再生と創造
 112 スナメリから見つめる瀬戸内海
 113 福岡市室見川におけるシロウオの産卵環境の解明と住民

参加型の保全活動について
 114 琵琶湖固有亜種とされるビワマスにおける遺伝的多様性

の変化
 115 昆虫類を指標とした都市近郊の里山の生物多様性評価

手法に関する研究
● 2011 年度
 116 高校生・若者による埼玉県小川町での里山づくりと環境

教育活動
 117 MY 大嵐山方式（会員ボランティア）による大嵐山の自

然環境保全運動の仕組みづくり
 118 牛耕復活による里山のたたずまい再生
 119 「干潟生物の市民調査」手法による八代海のベントス相

調査
 120 東北太平洋沖地震津波による蒲生干潟周辺域の被害現

況調査と海浜性生物の再定着プロセスの解明
● 2012 年度
 121 大人も子どもも谷戸で楽しく自然体験
 122 伝統的循環型農業の復活と自然素材を活かした古民家

再生によるツシマヤマネコと共生する村づくり
 123 多摩川における外来魚調査及び外来種問題啓発活動
 124 ラムサール条約登録湿地・伊豆沼・内沼の食物網におけ

る放射性物質の濃縮の評価
 125 大分県指定天然記念物カマエカズラの繁殖生態と保全

に関する研究
 126 野生鳥獣の放射能汚染が狩猟者の捕獲活動に与える影響
● 2013 年度
 127 ３次元ＧＩＳモデルを用いた八王子滝山里山保全地域の

環境モニタリング活動
 128 日本に留学している大学生の中山間地域における日本文

化体験プログラム
 129 来浜者の踏圧がウミガメのふ化に及ぼす影響についての

調査
 130 「家族で学ぼう 福島環境教育エコツアー」開催事業
 131 石川県沿岸に生息する絶滅危惧種イカリモンハンミョウ

の生態解明と保全対策の検討
 132 北海道平野部における野生生物による防風林の利用状

況に関する研究
 133 身近な自然体験の教育的効果の検証 〜多摩市内の里山

環境を生かした教育実践の総合的調査〜
 134 「震災後の増田川から持続可能な地域社会へのアプローチ」
● 2014 年度
 135 小笠原諸島、西島の森林再生
 136 愛子子どもの森の保全とふれあい活動
 137 ロープ魚礁とアマモによる生態系の創出活動
 138 鹿児島県出水市における保護ツルの臨床検査
 139 琉球列島中部域における造礁サンゴの新規加入幼生の

種多様性と遺伝学的集団構造に関する研究
 140 奄美諸島における希少野生植物の繁殖に関する生物相

の基礎的研究
 141 東日本大震災の津波被災地における地域農業資源の保

全に関する実証研究
● 2015 年度
 142 『多摩川のケヤキと共生する会』青梅市多摩川流域のケ

ヤキの食葉性害虫からの救済と緑陰の維持
 143 「松代おやっこ村」　魅力アッププラン
 144 奈良県レッドデータブックに記載されている自生山野草

の保全と管理
 145 野焼きボランティアのための難燃性ゼッケン製作
 146 市民調査による岩手県の植物相の研究
 147 希少動物アマミノクロウサギ保全に向けた
  分子遺伝学的アプローチ
 148 対馬に生息する希少植物種を保全するための
  植生回復および栽培試験に関する調査研究
 149 サクラにおける効率的な挿し木繁殖法の確立およびサク

ラ遺伝資源の保存・管理に関する基礎研究

※団体名・所属名等は助成当時のものです。

浅間山系におけるミヤマシロ
チョウの保全活動と生態調査
●浅間山系ミヤマシロチョウの会　
●長野県
● 83 万円

175

球磨郡相良村の湿地再生及びそれ
に係わる地域連携の構築
●球磨湿地研究会
●熊本県
● 94.6 万円

七尾湾の環境改善と環境保全型
農業の実現に向けた海藻草の回
収活動
●能登の森里海研究会
●石川県
● 38 万円

天然記念物コクガンの捕獲およ
び GPS 送信機装着事業
●鈴木卓也（南三陸ネイチャーセン
ター友の会）
●宮城県
● 130.8 万円

大人も子どもも楽しく安全に自然
体験が楽しめるガイアの森づくり
● NPO 法人 ガイア自然学校とやま
●富山県
● 150 万円

海岸の自然観察を通じてマイク
ロプラスチックの危険性を学ぶ
●特定非営利活動法人 サンクチュア
リエヌピーオー
●静岡県
● 60 万円

広域分布型絶滅危惧植物の域外
保全策確立に関する研究：ラン科
カンランを例にして
●長澤淳一（京都府立大学）
●京都府
● 146.3 万円

自然豊かな河川と水害をもたらす
河川に関する伝統知と環境・防災
教育に関する実践研究
●落合知帆（京都大学大学院）
●和歌山県
● 145 万円

豊北の水と生態系の研究・下関北
高協同～粟野川流域図作成を原点に～
●北高夢ロード実行委員会
●山口県
● 50 万円

天然記念物ミヤコタナゴの再導入
等の候補地の探索および生息域の
再生手法の検討
●鈴木規慈（三重大学大学院）
●千葉県   
● 150 万円

巨樹・名木とそれを取り巻く地域
社会における生態系サービス及び
Eco-DRR 機能の定量的評価
●宇野宏司（神戸市立工業高等専門
学校）
●兵庫県   ● 70 万円

岩手県の砂浜植生再生活動を通し
た環境教育プログラムの開発
●島田直明（岩手県立大学）
●岩手県
● 90 万円

内部標識を用いた絶滅危惧種ギバチ
（Pseudobagrus tokiensis）の生活史
調査
●早川拓真（宇都宮大学大学院）
●栃木県
● 50 万円

みちのく潮風トレイル利用促進のため
の歩行データの調査・研究
●特定非営利活動法人 みちのくト
レイルクラブ
●宮城県
● 200 万円

伊豆諸島青ヶ島の絶滅危惧種が生育する
噴気孔原群落の保全にむけた基礎研究
●上條隆志（筑波大学）
●東京都青ヶ島
● 50 万円

網走市こまば木のひろばにおけるエゾ
モモンガの生態調査
●後藤ひとみ（東京農業大学）
●北海道
● 30 万円

180

166

169

男鹿の自然にふれあい生きる力を
身につけよう！多世代参加の自然
体験プロジェクト
●子育てカフェ・にこリーフ
●秋田県
● 42.3 万円

多摩丘陵に残された里山と古街
道の歴史環境遺産を保護し、自
然景観の維持と活用に貢献する
●歴史古街道団
●東京都
● 120 万円
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177

178

181

167

170

172

● 2019 年度● 2018 年度

182

183

168

171

173

174

179

● 2017 年度　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　
 158 女川学びの森の整備と利活用促進
 159 里山を活かしたこどもの遊び場と大人のコミュニティス

ペース
 160 子どもたちによる里山再生プロジェクト
 161 豊田市の中山間地を舞台とした多世代参加型の自然との
  ふれあい活動
 162 東京藝術大学上野キャンパスにおける武蔵野の植生再生

と維持の活動東京藝術大学上野キャンパスにおける武
蔵野の植生再生と維持の活動

 163 ニホンイシガメの保全を目的とした生活史の解明
 164 知床国立公園とその周辺におけるヒグマと人の共存の道

を探る調査研究
 165 石狩海岸における希少アリ類・海浜植物・外来カエル類

の相互関係に関する研究

動植物とその生息環境の保全と
安全登山のために
●雷神山を愛する会
●群馬県
● 42.4 万円

184

分布北限域におけるエダミドリイシ
の有性生殖法を用いた養殖・移植
方法の確立に向けた活動
● NPO 海辺を考える しおさい 21
●静岡県
● 112.8 万円

外来種であるキノボリトカゲの
テリトリーを用いた
駆除技術の開発
●保田昌宏（宮崎大学農学部）
●宮崎県
● 100.2 万円

市民科学手法を活用した外来魚
アメリカナマズの侵入前線検出
●吉田　誠

（国立環境研究所 生物・生態系環境
研究センター）
●滋賀県　● 100 万円

耕作放棄田における水田耕作再
開のための仕組みづくりの確立
―生物多様性の維持と農業との
両立を目指して―
●東 淳樹（岩手大学農学部）
●岩手県　● 129.4 万円

西表島固有種ショキタテナガエ
ビの絶滅回避に必要な保全遺伝
学的研究
●今井秀行（琉球大学理学部）
●沖縄県
● 144 万円

189

「法」の字プロジェクト～低層植物
の保護・再生による京都五山送り火の山の
保全、そして、送り火行事の保存継承へ～
●公益財団法人松ヶ崎立正会
●京都府
● 137.2 万円

絶滅危惧Ⅱ類「ヤマグチサンショ
ウウオ」の棲息環境の保護・保
存と小学児童の環境教育
●小串ヤマグチサンショウウオ保護・
保存会
●山口県　● 26 万円
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187

190

● 2020 年度

191

188


